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Ⅰ．概要、統計
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1．市の沿革

本市は愛知県のほぼ中央に位置し、名古屋市から南東 25 ㎞、約 30 分の距離にあります。地形は

平坦で、気候は年平均気温が 16℃前後、年間降水量が 1,200 ㎜前後と、温暖で住みよい環境にあ

ります。市域は東西 5.8 ㎞、南北 4.6 ㎞のひし形で、面積は 16.31 ㎢です。

本市は古くから交通の要衝として発展してきました。鎌倉街道、そして東海道「池鯉鮒」の宿と

して主要街道に位置し、馬市や木綿市などが栄え、この地方の経済文化の中心地でした。

明治 4年の廃藩置県当時、知立は 9村でしたが、以後廃置分合の末、明治 39 年知立町、上重原

村、長崎村の一部、牛橋村が合併し、現在の市域となりました。合併当時は碧海郡役所や警察署が

置かれ、この地方の行政の中心として栄えました。また、大正に入ると国道 1号線の改修工事や、

三河鉄道・愛知電気鉄道(現名古屋鉄道)が開通し、現在の交通基盤の礎となる整備が進められまし

た。その後、昭和 42 年日本住宅公団(現 UR 都市機構)知立団地の完成に伴い、人口が急増し都市化

が進み、昭和 45年 12 月 1日市制が施行されました。

平成12年8月より知立駅付近連続立体交差事業に着手し、平成13年には県下の市では初めて「生

涯学習都市宣言」を行い、健康で生きがいのある毎日が送られる生涯学習のまちづくりを目指して

います。市制 40 周年、被爆（戦後）65 周年の節目である平成 22 年に平和の維持が市の発展の原

点であるという思いから「知立市平和都市宣言」を行いました。また、令和 4年には市民一人ひと

りの人権意識をより一層高めることが必要であるとして、「知立市人権尊重のまち宣言」も行いま

した。

保健センターは昭和59年 3月に建設され、平成12年に検診部分が増築され現在に至っています。

令和 6年 3月三河知立駅が移設開業しました。「安らぎ・にぎわう・住みよさを誇れる町」の実

現へ向けて駅周辺整備事業が佳境を迎えています。
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2．市の財政

（令和６年度知立市一般会計当初予算）

健康増進課の予算

健康増進課の予算

歳出 （単位：千円）

歳入 （単位：千円）

市税 12,373,476

繰越金 300,000

国庫支出金 3,720,445

県支出金 1,974,083

市債 1,665,000

その他 6,511,996

計 26,545,000

歳入 （単位：千円）

県補助金 17,993

国庫補助金 55,265

過年度収入 0

各種健診等徴収金等 694

計 73,952

歳出 （単位：千円）

民生費 11,086,241

教育費 2,958,953

土木費 4,029,272

総務費 2,623,487

衛生費 2,434,597

公債費 1,743,128

その他 1,669,322

計 26,545,000

保健衛生総務費 66,065

予防費 313,677

母子保健事業費 202,191

保健事業費 110,236

計 692,169

※保健衛生総務費の内、職員給与費は除く。



9

3．総人口と年齢階層別人口の推移

(1) 総人口

(各年 10 月 1 日現在)

出典：知立市統計 愛知県人口動向調査 推計人口、推計世帯数 (県の三区分人口構成比は年齢不詳を除いて算出)

(2) 年齢階級別年次推移

区分
総数

三区分人口 三区分人口構成比
従属人

口指数

老年化

指数
総世帯数

0～14 歳 15～64 歳 65 歳以上
年齢

不詳

0～

14歳

15～

64 歳

65 歳

以上

人 人 人 人 人 ％ ％ ％ ％ ％ 世帯

知

立

市

R1 72,485 10,125 48,008 14,352 ― 14.0 66.2 19.8 51.0 141.7 32,576

R2 72,281 9,944 47,841 14,496 ― 13.8 66.2 20.0 51.1 145.7 32,614

R3 72,174 9,938 47,635 14,601 ― 13.8 66.0 20.2 51.5 146.9 32,730

R4 72,177 9,748 47,722 14,707 ― 13.5 66.1 20.4 51.2 150.9 33,051

R5 72,228 9,610 47,884 14,734 ― 13.3 66.3 20.4 50.8 153.3 33,325

県 R5 7,480,897 928,750 4,628,806 1,923,341 ― 12.4 61.9 25.7 61.6 207.1 3,327,701

従属人口指数(％)＝ × 100
生産年齢人口(15～64 歳)

老 年 化 指数 ( ％ ) ＝
老年人口(65 歳以上)

× 100
年少人口(0～14歳)

年少人口(0～14歳) ＋ 老年人口(65 歳以上)

(歳)

14.0 

13.8 

13.8 

13.5 

13.3 

66.2 

66.2 

66.0 

66.1 

66.3 

19.8 

20.0 

20.2 

20.4 

20.4 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

Ｒ1

Ｒ2

Ｒ3

Ｒ4

Ｒ5

（各年10月1日現在）

0～14歳 15～64歳 65歳以上
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4．人口動態統計（国・愛知県・知立市）

出典：知立市統計 愛知県人口動態統計（確定値）

乳 児 死 亡： 生後 1年未満の死亡

新 生 児 死 亡： 生後 4週未満の死亡

早期新生児死亡： 生後 1週間未満の死亡

周 産 期 死 亡： 妊娠 22週以後の死産 ＋ 早期新生児死亡

R1 年 R2 年 R3 年 R4 年
愛知県 全国

R4 年 R4 年

人口 72,485 72,281 72,174 72,177 7,228,000 122,030,523

出生
（率）

657 595 652 576 51,152 770,759
（9.1） (8.2) （9.0） （8.0） （7.1） （6.3）

死亡
（率）

538 555 565 596 81,183 1,569,050
（7.5） (7.7) （7.8） （8.3） （11.2） （12.9）

乳児死亡（再掲） 2 0 0 0 95 1,356
（率） （2.8） (0) （0） （0） （1.9） （1.8）

新生児死亡（再掲） 0 0 0 0 44 609

（率） （0） (0) (0) （0） （0.9） （0.8）

自然増減
119 40 87 20 △30,031 △798,291

（1.6） (0.6) （1.2） （0.3） (△4.2) （△6.5）

死産

総数
12 14 19 11 885 15,179

（17.9） (23.0) （28.3） （18.7） （17.0） （19.3）

自然 8 6 7 8 454 7,391

人工 4 8 12 3 431 7,788

周
産
期
死
亡

（
再
掲
）

総数
3 1 3 0 151 2,527

（4.5） (1.7) （4.5） （0） （2.9） （3.3）
妊娠
22 週
以後

3 1 3 0 121 2,061

早期
新生児
死亡

0 0 0 0 30 466

婚姻
511 458 433 445 33,434 504,930

（7.1） (6.3) （6.0） （6.2） （4.6） （4.1）

離婚
119 116 94 104 11,061 179,099

（1.65） (1.60) （1.30） （1.44） （1.53） （1.47）

出生・死亡・自然増減・婚姻・離婚率＝
出生・死亡・自然増減・婚姻・離婚

× 1,000
人口

死 産 率 ＝
死産数

× 1,000
出産数(出生＋死産)
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5．主要死因

(1) 年次別主要死因(人口 10万対)

Ｈ30 年 R1 年 R2 年 R3 年 R4 年
愛知県

R4 年

全国

R4年

総数
実 535 538 555 565 596 81,183 1,569,050

率 739.3 747.3 767.8 783.8 825.7 1,123.2 1,285.8

結核
実 1 0 1 0 0 97 1,664

率 1.4 0.0 1.4 0.0 0.0 1.3 1.4

悪性新生物
実 162 136 156 165 169 20,533 385,797

率 223.9 188.9 215.8 228.9 234.1 284.1 316.1

糖尿病
実 3 5 5 8 5 599 15,927

率 4.1 6.9 6.9 11.1 6.9 8.3 13.1

高血圧性

疾患

実 1 1 3 1 2 262 11,665

率 1.4 1.4 4.2 1.4 2.8 3.6 9.6

心疾患
実 71 79 63 66 58 9,575 232,964

率 98.1 109.7 87.2 91.6 80.4 132.5 190.9

脳血管疾患
実 42 46 56 40 35 5,013 107,481

率 58.0 63.9 77.5 55.5 48.5 69.4 88.1

大動脈瘤

及び解離

実 8 11 4 6 6 1,170 19,987

率 11.1 15.3 5.5 8.4 8.3 16.2 16.4

肺炎
実 21 29 28 21 28 3,245 74,013

率 29.0 40.3 38.7 29.2 38.8 44.9 60.7

慢性閉塞性

肺疾患

実 7 11 8 6 2 727 16,676

率 9.7 15.3 11.1 8.4 2.8 10.1 13.7

喘息
実 0 2 0 0 0 38 1,004

率 0.0 2.8 0.0 0.0 0.0 0.5 0.8

肝疾患
実 8 3 6 9 6 925 18,896

率 11.1 4.2 8.3 12.5 8.3 12.8 15.5

腎不全
実 8 4 8 10 15 1,462 30,739

率 11.1 5.6 11.1 13.9 20.8 20.2 25.2

老衰
実 36 44 42 55 66 10,679 179,529

率 49.7 61.1 58.1 76.3 91.4 147.7 147.1

不慮の事故
実 19 12 22 14 15 2,142 43,420

率 26.3 16.7 30.4 19.5 20.8 29.6 35.6

自殺
実 9 14 12 4 9 1,139 21,252

率 12.4 19.4 16.6 5.6 12.5 15.8 17.4

その他
実 139 141 141 160 180 23,577 408,036

率 192.1 195.9 195.1 222.0 249.4 326.1 334.4
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(2) 悪性新生物(ガン)の部位別、男女別死亡数

資料：愛知県衛生年報

部位
Ｈ30年 R1 年 R2 年 R3 年 R4 年

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

口唇、口腔及び咽頭 2 1 3 0 2 1 2 0 3 3

食道 6 0 3 0 4 1 1 1 4 2

胃 5 3 15 4 8 6 12 8 12 4

結腸 12 7 8 7 8 6 7 8 6 9

直腸Ｓ状結腸移行部

及び直腸
3 5 3 2 1 4 7 2 2 2

肝及び肝内胆管 4 3 8 4 10 3 8 3 11 5

胆のう及び

その他の胆道
5 5 4 1 1 1 1 4 7 6

膵臓 12 2 11 6 15 11 13 8 11 9

喉頭 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

気管、気管支及び肺 25 7 29 8 31 10 26 6 27 8

皮膚 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0

乳房 0 3 0 5 0 6 0 9 0 3

子宮 0 2 0 5 0 0 0 3 0 3

卵巣 0 2 0 2 0 0 0 2 0 1

前立腺 3 0 0 0 3 0 5 0 5 0

膀胱 5 0 4 2 5 0 5 2 1 0

中枢神経系 0 0 0 1 1 0 2 1 0 1

悪性リンパ腫 1 5 4 2 3 2 2 0 3 1

白血病 0 3 3 1 2 3 2 2 2 1

その他のリンパ組織

1 0 1 1 1 1 2 0 1 0造血組織及び

関連組織

その他の

悪性新生物
2 1 4 4 9 3 3 7 5 5

計 87 49 101 55 104 58 99 66 100 63

合計 136 156 162 165 163
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6．健康増進課（保健センター）機構及び事務分掌

令和 5年 4月 1日現在

構成

職員数・・・18名（＊除く）

健康増進課 成人保健係

課長兼所長 1名 課長補佐兼係長 1名

保健師 ６名 （うち 1名育児休業中）

事務 1名

管理栄養士 1名

母子保健係

課長補佐兼係長 １名

保健師 ７名 （うち 1名育児休業中）

＊母子保健支援相談員・・・2名

＊会計年度任用職員・・・ 27 名

（保健師 12 名（うち 1名育児休業中）、看護師 3名、助産師 1名、保育士 2名、通訳１名、
事務 7名、管理栄養士 1名）

事務分掌

・ 成人保健係

1 健康増進法に係る保健事業に関すること。
2 保健衛生思想の普及宣伝に関すること。
3 感染症に関すること。
4 精神保健に関すること。
5 保健センターの維持管理に関すること。
6 その他成人保健指導に関すること。
7 食育に関すること。
8 高齢者の医療の確保に関する法律に係る保健事業に関すること。
9 他の係の所管に属さないこと。

・ 母子保健係

1 予防接種に関すること。
2 母子保健に関すること。
3 衛生統計に関すること。
4 医療機関との連絡調整に関すること。
5 その他母子保健指導に関すること。
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Ⅱ．母子保健事業
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1．母子保健事業内容及び実績

〔母子保健事業〕

事 業 内 容 協 力 依 頼 機 関 等 回 数 実 績

知 立 市 保 健

対 策 推 進 会 議

知立市保健センターの運営及び市民

の健康づくりに関する重要事項の調

査審議、健康増進・食育計画、ここ

ろ応援計画の作成及び推進等

医師会、歯科医師会、薬剤師会、

区長会、民生委員、保健所、社会

福祉協議会、職業安定所、商工会、

市民公募等

2回
R5.8.23

R6.3.7

母 子 健 康 手 帳

交 付 事 業

母子健康手帳交付

（妊娠の届出）

医師会、助産師、通訳
通年 686人

健 康 診 査 妊産婦乳児健康診査(妊婦受診券14

回、産後受診券2回、乳児受診券2回)

医師会、国保連合会
通年 （延）8,562人

新生児聴覚検査 医師会、国保連合会 通年 478人

3・4か月児健康診査 医師会、助産師、保育士、通訳、図書

館職員・ブックスタートボランティア
年間30回 615人

1歳6か月児健康診査 医師会、歯科医師会、公認心理士、

歯科衛生士、、保育士、通訳
年間16回 569人

3歳児健康診査 医師会、歯科医師会、公認心理士、

歯科衛生士、保育士、通訳
年間17回 555人

健 康 相 談 及 び

健 康 教 育

( 個 別 指 導 )

育児相談 助産師、歯科衛生士、公認心理士 年間 12回 延533人

個別相談(1歳6か月児健康診査で精

神面の経過観察児)

公認心理士
年間16回 延53人

個別相談(3歳児健康診査で精神面

の経過観察児)

公認心理士
年間17回 延68人

健 康 相 談 及 び

健 康 教 育

( 集 団 指 導 )

パパママクラス 助産師
年間14回

妊婦161人

家族136人

離乳食講習 管理栄養士、歯科衛生士、助産師 前期 12回

後期 6回

前期175人

後期96人

さくらんぼクラブ

(肢体不自由児支援・相談事業)

保育士、音楽療法士
年間12回 延50人

親子教室

(1歳6か月児健康診査事後指導教

室)

公認心理士、保育士

年間 24回 延281人

親子ＯＢ教室 公認心理士、保育士 年間 6回 延71人

思春期教育（いのちの教育） 助産師 年間 24回 1120人

歯 科 保 健 事 業 妊産婦歯科健診 歯科医師会 通年 239人

1歳6か月児フッ化物塗布 歯科医師会、歯科衛生士 16回 328人

フッ化物無料塗布

(0歳～3歳児)

歯科医師会、歯科衛生士
年間 1回 107人

歯☆ぴか健診(2歳児) 歯科医師会、歯科衛生士、食育知

立(ともだち)の会
年間 3回 139人

家 庭 訪 問 指 導 訪問による母子保健指導等 助産師、保育士、看護師、通訳 通年 延1,346人
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事 業 内 容 協 力 依 頼 機 関 等 回 数 実 績

助 成 事 業 不妊検査治療費助成事業

（一般不妊治療費補助）
通年 81人

母子栄養強化事業

（低所得世帯の妊産婦乳児）
通年 0世帯

に じ い ろ

ニ コ ニ コ 事 業

マタニティ応援プラン作成 助産師 通年 745人

妊娠８か月アンケート 保健師 通年 608人

お誕生おめでとう電話 助産師 通年 608人

公認心理士による面接 公認心理士 通年 0人

おっぱい相談 助産師 通年 57人

パパママ

クラス

楽しく子育てコース 助産師、子育て支援センター 年間6回 74人

スマイルパパコース 助産師 年間8回 223人

こんにちは赤ちゃん訪問 助産師、保育士、看護師、通訳 通年 591件

昭和巡回育児相談 助産師、通訳 年間6回 延110人

逢妻巡回育児相談 助産師、保育士 年間5回 延13人

産後ケア

通所

医療機関、助産院 通年

40日/11人

宿泊 22日/12人

訪問 4日/3人

産後家事援助費助成 知立市シルバー人材センター 通年 51.5日/4人

多

胎

児

支

援

妊婦健康診査助成 医療機関 通年 0件

多胎ピアサポート事業
助産師、保育士、

主任児童委員
年間3回 22組

多胎児家庭健診サポート事業 主任児童委員 通年 2組

にじいろニコニコ

出産・子育て応援金事業
通年

出産619件

子育て572件
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2．母子保健体系

健康診査

(保健

センター)

健康診査

(医療機関)

歯科

健康診査
教室・講座 指導・相談事業 訪問指導 助成・補助

妊娠期 一般不妊

治療費等助成

妊婦

健康診査

妊産婦歯科

健康診査

母子手帳交付

パパママ

クラス

妊婦健康相談

出産応援金

妊娠８か月

アンケート

母子栄養

強化事業

出生 産後ケア 新生児訪問

産後

家事援助費

助成

産婦健診 おめでとう電話 こんにちは

赤ちゃん

訪問・

養育支援訪問・

乳幼児訪問

乳児健診

母乳相談

子育て応援金

３・４か月児

健診

多胎児

妊婦健診助成

４か月

養育支援訪問

さくらんぼ

教室

育児相談

離乳食講習

（前期）６か月

乳児健診
１０か月 離乳食講習

（後期）

１歳

１歳
１歳６か月児

健診

歯科健診

フッ化物

有料塗布

親子教室

６か月

２歳
歯☆ぴか

健診

３歳
３歳児健診

３歳児

歯科健診 親子OB教室

就園

小学生 思春期教室

中学生 思春期教室

にじいろニコニコ事業

妊婦訪問

新生児聴覚

検査

乳児検診
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3．母子健康手帳交付

母子健康管理の始まりという点から平成 21 年度より保健センターにおいて妊婦の不安軽減

のため妊婦保健指導を実施しながら交付している。平成 28 年度からは母子保健支援相談員

（母子保健コーディネーター）が面接し、個別計画を作成している。

日 時： 通年（毎週火・木曜日は集団交付 96 回実施） 午前 10 時～

場 所： 保健センター

内 容： ①個別相談

②母子手帳、受診券等使い方説明

妊娠週数別届出者数(週数別)

＊備考：就業者 547 名、喫煙者 51名、飲酒者 1名

4．妊婦、乳幼児健康診査

(1) 妊婦健康診査（医療機関委託）

令和 5年度より多胎妊娠の妊婦健康診査受診票 5回分助成追加開始

妊婦健康診査受診者数

※各々の回数において利用された数

第 11 週以内 第12～19週 第 20～27 週 第28週以上 分娩後 不詳 計

届出数 654 23 4 5 0 0 686

受診率(%) 95.3 3.4 0.6 0.7 0 0 100

交付

回数
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 合 計

R2 724 708 671 668 658 620 599 653 579 596 534 555 419 301 8,285

R3 644 637 632 657 636 636 628 654 616 642 552 602 405 260 8,201

R4 637 613 588 594 594 580 551 594 460 543 430 511 300 194 7,189

R5 603 595 558 585 553 546 526 544 504 508 439 462 302 191 6,916
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(2) 産後健康診査（医療機関委託）

令和 5年度より 2回の公費負担を実施

産後健康診査受診状況

(3) 乳児健康診査（医療機関委託）

乳児期における先天性異常や疾病等の早期発見、早期治療の促進を図るため、健康診査

2回分を公費負担にて実施

乳児健康診査受診状況

(4) 新生児聴覚検査（医療機関委託）

令和２年度より新生児聴覚検査の公費負担を実施

新生児聴覚検査受診状況

受診者数 異常なし 異常あり

R3 662 584 78

R4 567 490 77

R5
1 回 536 465 71

2 回 151 144 7

受診者数（1回目） 受診者数（2回目）

異常なし 異常あり 計 異常なし 異常あり 計

R2 604 40 644 414 29 443

R3 632 31 663 408 30 438

R4 509 47 556 408 24 432

R5 495 43 538 391 30 421

受診者数 異常なし 再検査

R4 542 533 9

R5 478 466 12



20

(5) 3・4 か月児健康診査（集団健康診査）

目 的： 発達チェックに重要な月齢である 3・4か月児に対して健康診査を行い、異常

の早期発見に努めるとともに、保護者に集団及び個別に保健指導（家族計画

を含む）を実施することにより児の健全な育成を期するものとする。

場 所： 保健センター

内 容： 問診、身体計測、診察、ブックスタート

回 数： 30 回/年

受診状況及び結果

※R3 年度母子保健マニュアル改訂により評価方法に変更あり。

未受診児把握状況

年度
内訳

令和３年度 令和４年度 令和５年度

対象者数 702 593 627
受 診者数 688 585 615
受診率(%) 98.0 98.7 98.1
問題なし 277 224 208

診察所見

要観察 26 23 50
要精密検査 21 7 39
要医療 4 15 14
既医療 84 70 97

子育て支援

助言・情報提供 ― － －
自ら対処可能 188 146 160

保健機関継続支援 36 89 49
他機関連携支援 5 13 16

状況確認 144 97 145

年度
内訳

令和３年度 令和４年度 令和５年度

未受診者数 14 8 12

結
果
内
訳

医療機関及び他市にて受診 9 7 6

面接訪問指導 5 1 6

未 把 握 0 0 0
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(6) 1 歳 6か月児健康診査（集団健康診査）

目 的： 幼児期初期の身体発育や精神発達などの健康診査を実施することにより、運

動機能、視覚、聴覚等の障害、精神発達の遅滞をもった幼児を早期に発見し、

適切な指導を行う。また、子育て支援の視点から育児についての保健指導を

行う。木育推進を目的としたプレイウッド事業を令和 2年 10 月より開始。1

歳 6か月児健診で積み木セットを進呈。

場 所： 保健センター

内 容： 身体計測、診察、問診、歯科健診、歯科指導

回 数： 16 回/年

受診状況及び結果

※R3年度母子保健マニュアル改訂により評価方法に変更あり。

歯科健康診査受診状況

未受診児把握状況

年度
内訳

令和３年度 令和４年度 令和５年度

対象者数 632 656 573
受 診 者数 625 650 569
受診率(%) 98.9 99.1 99.3
問題なし 90 136 108

医科所見

要観察 57 51 28
要精密検査 11 8 11
要医療 4 8 3
既医療 35 32 29

子育て支援

助言・情報提供 ― ― ―
自ら対処可能 184 142 122

保健機関継続支援 53 44 34
他機関連携支援 12 10 7
状況確認 280 306 294

年度
区分

令和３年度 令和４年度 令和５年度

受診者数 625 650 569
う蝕有病者数（人） 7 4 3
う蝕有病率（％） 1.1 0.6 0.5
う歯総数（本） 13 5 10
1人平均う歯総数（本） 0.02 0.01 0.02

う蝕有病者1人平均う歯数（本） 1.9 1.3 3.3

年度
内訳

令和３年度 令和４年度 令和５年度

未受診者数 7 6 4

結
果
内
訳

医療機関及び他市にて受診 1 2 3
面接・訪問指導 6 4 1
電話指導 0 0 0
保育園指導 0 0 0
未把握 0 0 0
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(7) 3 歳児健康診査（集団健康診査）

目 的： 3歳児は自我が芽生え、社会性を身に付け始める大切な時期である。この時期

に健診を行い、異常の発見、早期治療につなげる。また、健康な生活習慣の

獲得について、子育て支援の視点から助言を行う。

場 所： 保健センター

内 容： 身体計測、診察、問診、スポットビジョンスクリーナー、歯科健診、視聴覚

検査、食育の話

回 数： 17 回/年

受診状況及び結果

※R3 年度母子保健マニュアル改訂により評価方法に変更あり。

歯科健康診査受診状況

未受診児把握状況

年度
内訳

令和３年度 令和４年度 令和５年度

対象者数 605 656 561
受 診 者数 597 641 555
受診率(%) 98.7 97.7 98.9
問題なし 210 204 166

医科所見

要観察 11 38 40
要精密検査 56 65 54
要医療 2 3 6
既医療 28 27 24

子育て支援

助言・情報提供 ― ― ―
自ら対処可能 213 208 165

保健機関継続支援 58 32 19
他機関連携支援 24 57 44
状況確認 61 111 140

年度
区分

令和３年度 令和４年度 令和５年度

受診者数 597 641 555
う蝕有病者数（人） 43 46 37
う蝕有病率（％） 7.2 7.2 6.7
う歯総数（本） 153 161 106
1人平均う歯総数（本） 0.3 0.3 0.3

う蝕有病者1人平均う歯数（本） 3.6 3.5 2.9

年度
内訳

令和３年度 令和４年度 令和５年度

未受診者数 8 15 6

結果内訳

医療機関及び他市にて受診 3 2 2
面接・訪問指導 5 7 4
電話指導 0 0 0
保育園指導 0 6 0
未把握 0 0 0
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5．健康相談及び健康教育

(1) 育児相談

乳幼児期における発育、発達状況及び育児に関する相談について、個別相談に応じ不安

の軽減を図り、母子の健康保持増進に努めると同時に、保護者同士の交流も図っている。

(ｱ) 面接、来場による育児相談

日 時 ： 幼児受付 10時～ (月 1回)、乳児受付 13 時～ (月 1回) 24 回/年

場 所 ： 保健センター

内 容 ： 身体計測、個別相談、オンライン相談

スタッフ ： 保健師、助産師、管理栄養士、歯科衛生士、公認心理士

実施件数（延べ）

（ ）内は母乳相談再掲

(ｲ) 電話相談（随時）

妊娠中から思春期にわたり、相談内容も育児の相談から心の悩みまで様々である。

乳児期では、離乳食など栄養に関する相談が多く、子どもの発育への関心が高い。

幼児期では、栄養に関する相談に加え、言語や躾に関する相談が増えている。

必要なケースは保健師の訪問や、育児相談（来場）等で対応している。

実施件数（延べ）

乳児 幼児 合計 心理相談

R3 216(11) 282 498 7

R4 199(16) 301 500 6

R5 181(7) 352 533 7

R3 1,894

R4 1,963

R5 1,762
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(2) 1 歳 6 か月児健康診査、3歳児健康診査個別相談

健診において、発達や育児における心配や不安のある保護者に対して、親子が心身と

もに健やかに成長し、豊かな子育てができるよう支援する。

また、言葉の遅れや発達について心配のある児に対しては、適切な時期に適切な相談

や支援が受けられるように情報提供し、継続的な支援を行っている。

個別相談者数（延べ）

(3) パパママクラス

妊婦及びパートナーが妊娠・出産・育児について正しい知識を身につけ、安全で快適

なマタニティーライフが送れること。父母としての自覚を深めることが出来ることを目

的に実施している。

回 数： 楽しく子育てコース 6回・スマイルパパコース 8回

場 所： 保健センター

対 象 者： 妊婦及びその家族

内 容： 下記表内に記載

ス タ ッ フ： 保健師、助産師

1歳 6か月児健診 3歳児健診

R3 52 77

R4 70 87

R5 53 68

コース 内容 参加人数

楽しく子育て
コース
(6回)

①子育て支援センター見学
②妊娠中の生活や育児について(保健師講話)
③乳房のお手入れや授乳方法について(助産
師講話)

妊婦 52 人
家族 22 人

スマイルパパ
コース
(8回)

①沐浴体験
②妊婦体験
③お産のワンポイントと育児についての話

妊婦 109 人
家族 114 人
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(4) 離乳食講習

目 的： 乳幼児期の健全な成長、発達を促すため乳幼児期における栄養問題をと

りあげながら離乳食指導をすすめ、適切な実施方法を身につける。

対 象 者： 乳児を持つ家族

周 知 方 法： 赤ちゃん訪問時、3・4か月児健康診査受診時案内、広報、市ホームページ

回 数： 前期 12 回 後期 6回

場 所： 保健センター

内 容： 前期 保健師講話(事故予防、たばこの害、遊び方)

栄養士講話(離乳食の始め方、注意点や進め方)

離乳食見本の提示、個別相談

後期 歯科衛生士講話（食生活とむし歯予防）

栄養士講話(3 回食以降の離乳食の進め方）

離乳食見本の提示、個別相談

ス タ ッ フ： 保健師、管理栄養士、歯科衛生士、助産師

受講者数

(5) さくらんぼクラブ(肢体不自由児支援・相談事業)

目 的： 慢性疾患や身体に関する障がいを持つ児と保護者に対して、保育士によ

る親子遊びや歌の紹介、親同士の交流の場を提供することで、社会的刺

激と共に、互いに支えあうという精神的援助を目的としている。

回 数： 年 12回

場 所： 中央子育て支援センター

ス タ ッ フ： 保健師、保育士、音楽療法士

参 加 者 数

前期 後期

R3 219 93

R4 214 104

R5 175 96

実人数 延べ人数

R3 5 19

R4 7 39

R5 11 50
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(6) 親子教室（1歳 6か月児健診事後指導教室）

1歳 6 か月児健康診査後の精神面の経過観察が必要な児に対して、継続指導を行うこと

により、親子のふれあいを通して健全な発達を促すための指導を行う。

場 所： 保健センター

ス タ ッ フ： 保健師、公認心理士、保育士

参 加 者 数

参加理由

事後状況

(7) 親子ＯＢ教室

目 的：① 親子教室を卒業した来年度就園予定の児及び保護者に対して、就園に

伴う不安や育児に関する相談に応じる。

② 3歳児健診で就園及び子どもの発達について不安を持つ保護者に対し

て問題を共有し、相談に応じる。

③ 自由遊びを通し、保護者同士が交流し情報交換の機会とする。

場 所： 保健センター

ス タ ッ フ： 保健師、公認心理士、保育士

参 加 者 数

実施回数 実人数 延べ人数

R3 16 75 138

R4 23 79 247

R5 24 90 281

精神発達(言葉の遅れなど) 保育問題 その他（先天性疾患） 計

87 0 3 90

終了
集団療育指導
（ひまわり保育）

就園 親子OB 継続参加 転出 その他 計

18 33 3 12 20 2 2 90

実施回数 実人数 延べ人数

R3 3 18 34

R4 6 14 38

R5 6 20 71
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(8) 思春期教育（いのちの教育）

自己否定感情を持つことが多い子どもたちに、自分が大切に育てられてきたこと、周

囲に望まれて生まれてきたこと、生きる力を兼ね備えて生まれてきたことを伝え、自信

や喜びをもって生きることの大切さを伝えるため市内小学校にて「いのちの教育」を実

施している。令和 4年度からは市内中学校でも開始している。

＜小学校＞

目 的： 生命の誕生を体験型学習によって学ぶことにより、人への思いやり

生命を大切にする心を育む。

対 象： 小学 4年生児童

場 所： 市内 7小学校（21 回）

ス タ ッ フ： 保健師、助産師

参 加 者 数

＜中学校＞

目 的： 命の大切さを学び、自分はかけがえのない大切な存在であることを認識

することにより、他者をも大切にすることができる。

また、性についての正しい知識を得ることで、性に対する自己決定能力

を高めることができる。

対 象： 中学校 3年生の生徒

場 所： 市内 3中学校（3回）

ス タ ッ フ： 保健師、助産師

参 加 者 数

年度
場所 R3 R4 R5

来迎寺小学校 127 90 101

知立南小学校 112 106 116

八ツ田小学校 56 77 50

知立東小学校 49 49 34

知立小学校 123 125 129

猿渡小学校 63 63 53

知立西小学校 120 100 87

合 計 650 610 570

年度
場所 R3 R4 R5

竜北中学校 ― 233 213

知立中学校 ― 168 181

知立南中学校 151 143 156

合計 151 544 550
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6．歯科衛生

口腔の成長発達に応じてう蝕予防を行い、健やかな歯を保つことを目的としている。

(1) 妊産婦歯科健康診査（医療機関委託）

目 的 ： 妊娠中はホルモンの影響による唾液分泌の変化や悪阻により、口腔内の

清潔保持が難しくなるため、歯科健診、歯科相談の機会を提供し、歯科

疾患の発生予防、または、進行防止を図る。

対 象 者 ： 妊産婦（ただし、産婦は 1年未満に限る）

診 査 項 目 ： 歯科健診及びブラッシング指導

場 所 ： 市内指定歯科医療機関（28 医療機関）

妊産婦歯科健康診査受診状況

(2) 1 歳 6 か月児フッ化物塗布

回 数 ： 16 回

対 象 ： 1歳 6か月児健康診査受診者のうち、希望者

受 診 者 数

※R2～3 年は新型コロナウイルス感染症蔓延防止のため中止

人数 割合（％）

R3 中止 ―

R4 358 55.1

R5 328 57.6

受診者数 現在歯数 健全歯数 未処置歯数
歯肉出血 歯周ポケット

0 1 0 1 2

R3 311 人 8,679 本 6,622 本 507 本 62 249 83 204 24

R4 278 人 7,817 本 5,943 本 444 本 56 222 62 198 18

R5 239 人 6,757 本 5,259 本 282 本 46 193 61 161 17



29

(3) フッ化物無料塗布

歯科医師会による「歯の衛生週間」事業の協力として実施

実 施 機 関： 主催 知立市歯科医師会

協力 知立市

対 象： 0～3歳児

回 数： 1回

場 所： 保健センター

受 診 者 数

(4) 歯☆ぴか健診（2歳児フッ化物塗布）

対 象： 2歳児

周 知 方 法： 広報掲載、1歳 6か月児健康診査時に案内、個別通知、

市内子育て支援センター・児童センターにてポスター掲示

回 数： 年 3回

場 所： 保健センター

ス タ ッ フ： 歯科医師、歯科衛生士、保健師

内 容： 歯科健診、フッ化物塗布、歯科衛生指導、歯科健康教育

受 診 者 数

R3 中止

R4 102

R5 107

R3 33

R4 68

R5 139
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7．家庭訪問指導

(1) 家庭訪問

不安の高い妊産婦や保健指導を必要とする乳幼児、育児環境に保健指導が必要な母子等に保健

師等が家庭訪問を行い、安心して育児ができるよう支援している。

外国籍家庭で乳幼児健診未受診児や発達等に不安のある児を持つ家庭へは、ポルトガル語通訳

者と訪問し、各家庭の状況に応じた育児支援や発達相談、健診受診勧奨などを行っている。

保健センターでは、従来母子保健法に基づく妊産婦、新生児、乳幼児訪問等を実施してきたが、

平成 19年度より児童福祉法に基づくこんにちは赤ちゃん訪問、養育支援訪問も実施している。

訪 問 総 数

＊厚生労働省「地域保健・健康増進事業報告」に基づいて集計している。

用語の解説：新生児（出生後 28 日に満たない乳児）

乳児（満 1歳未満の児）

未熟児（身体の発育が未熟なまま出生した乳児）

幼児（満 1歳から小学校就学の始期に達するまでの児）

(2) こんにちは赤ちゃん訪問

目 的： 生後 4か月までの乳児のいる家庭を訪問し、様々な不安や悩みを聞き、子育て支

援に関する情報提供等を行うとともに、母子の心身の状況や養育環境等の把握お

よび助言を行い、支援が必要な家庭に対し適切なサービス提供につなげる。この

ようにして、乳児のいる家庭と地域社会をつなぐ最初の機会とすることにより、

乳児家庭の孤立を防ぎ、乳児の健全な育成環境の確保を図ることをねらいとする。

対 象 者： 原則として生後 4か月までの乳児のいる家庭

妊婦 産婦
新生児
（未熟児を

除く）

未熟児

乳児
（新生児・

未熟児を

除く）

幼児
その他

不在
合計

R3
実人数 20 620 61 44 576 57 1 1,379

延べ人数 26 662 61 44 632 102 1 1,528

R4
実人数 21 580 52 55 540 43 0 1,291

延べ人数 33 624 52 55 578 64 0 1,406

R5
実人数 27 595 69 50 517 36 0 1,294

延べ人数 29 615 69 50 530 53 0 1,346
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内 容： 家庭訪問し、下記の支援を行う。

①育児等に関する様々な不安や悩みを聴き相談につなげるほか、子育て支援に関す

る情報提供等を行う。

②母子の心身の状況や養育環境等の把握および助言を行う。

③訪問結果により支援が必要と判断された家庭について、適宜関係者によるケース

会議を行い、育児支援家庭訪問事業をはじめとした各関係機関との連絡調整をす

る。

ス タ ッ フ： 保健師、助産師、看護師、保育士、通訳

訪 問 数

未実施の理由：入院 2件 来所 3件 転出 2件 その他の理由１件

(3) 養育支援家庭産後ヘルパー派遣事業

目 的： 出産後の養育が適切に行われるようにホームヘルパーを遣い、家事支援を行う。

委 託 先： 公益社団法人 知立市シルバー人材センター

対 象 者： 出産後 2か月以内の家庭で、知立市要支援事例連絡会の対象家庭

利 用 数

対象児数 訪問数 実施率

内訳 他市へ

訪問依頼

(実人数)

未実施
乳児 新生児 未熟児

R3 692 619 89.5％ 515 60 44 21 52

R4 631 583 92.4％ 478 51 54 17 48

R5 599 591 98.6％ 472 69 50 13 8

人 延べ日数

R3 0 0

R4 0 0

R5 0 0
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8．助成事業

(1) 一般不妊治療費補助金事業

不妊で悩んでいる夫婦にその治療費の一部を補助し経済的な負担の軽減を図る。

平成 19年度より実施

対 象 者： 夫婦のどちらかが知立市に住所があり、医療保険に加入し、医師に不妊

治療の必要があると診断された法律上の夫婦が対象。ただし、他の市町

村で同様の補助を受けている場合は非該当

対象治療等： 不妊検査、一般不妊治療、人工授精

対象費用： 不妊治療に要する費用として負担した自己負担額を対象（健康保険適用

外の費用も対象）

補助内 容： 1夫婦 1年度につき 1回、自己負担額の 2分の 1で、上限 5万円（20年

度からは 3月受診分から翌年 2月受診分）期間は継続する 2年間で、他

の市町村で受けた補助期間も含む。

補助件 数

(2) 母子栄養強化事業

母体の健康を保持し、胎児及び乳児を健全に成長させるため、栄養の援助を必要とする妊産婦

及び乳児に対して、栄養食品として牛乳を支給する。

また支給対象者については、電話及び訪問による保健指導により、母体及び出生後の乳児の健

康保持の援助も同時に実施している。※啓発方法として広報に掲載。

支給対象者： 市民税が課されていない世帯に属する妊産婦又は乳児とする。ただし、乳児に

ついては、定期健康診査の結果、医師により栄養強化を行うことが必要と認め

られたものに限るものとする。

支給期間及び支給量：① 妊産婦 支給決定日の属する月の翌月の初日から、出産日後

3か月を経過する日の属する月の末日までの間、1日につき牛

乳 200 ミリリットル

② 乳児の保護者 乳児の出生後、満 4か月を経過する日の属す

る月の初日から 9か月間、1日につき牛乳 200 ミリリットルに

相当する調整粉乳

支 給 件 数： 妊産婦 0人 乳幼児 0人

R3 118

R4 96

R5 81
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9. にじいろニコニコ事業（子育て世代包括支援センター事業）

平成 28 年の児童福祉法等の一部改正により、子育て世代包括支援センター（法律上の名称

は、母子保健法第 22条 母子健康包括支援センター）が法定化された。（平成 29 年 4 月 1 日施

行）

それに伴い、母子保健施策と子育て支援施策との一体的な提供を図り、妊娠から子育て期にわ

たる切れ目ない支援を行うため、当市では子育て世代包括支援センター事業を通称「にじいろニ

コニコ事業」と名付け、関係機関と連携し、妊産婦並びに乳幼児の健康保持増進に関する包括的

な支援を行っている。

(1) 利用者支援事業

妊産婦、子育て家庭の個別ニーズを把握したうえで、情報提供、相談支援を行い、必要な

サービスを円滑に利用できるよう、当事者目線に立った寄り添い型の支援

(ｱ) マタニティ応援プラン作成

母子手帳交付時に母子保健支援相談員（母子保健コーディネーター）が面接し、個別

支援プランを作成している。

作成件数

(ｲ) 妊娠 8か月アンケート

令和 5年度より妊娠 8か月の妊婦へアンケート送付を開始

出産前から介入することで不安の軽減に努め、安心して出産を迎えられるよう支援する。

＊未回答：帰国、転出、流産・死産（17人）を除く

対象者数 未回答
回答数

情報提供 電話支援 面談
回答率（％）

R5 625 人 0 人
608 人

169 件 106 件 7件
100.0

R3 713

R4 739

R5 745
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(ｳ) お誕生おめでとう電話

出産後 1か月以内に助産師が電話にて産婦及び乳児の状況を把握し、相談に応じる。

実 施 件 数

(ｴ) おっぱい相談

日 時 ： 月～金曜日 （時間は応相談）

場 所 ： 保健センター

スタッフ ： 助産師

実 施 件 数（延べ）

(2) 産前・産後サポート事業

妊産婦等が抱える妊娠・出産や子育てに関する悩み等について、子育て経験者などの相談し

やすい「話し相手」または助産師等の専門家による相談支援等を行い、家庭や地域での妊産

婦等の孤立感の解消を図る。

(ｱ) 巡回育児相談

昭和巡回育児相談

昭和児童センターに出向き、主に外国籍の方に相談支援を実施

逢妻巡回育児相談

R3 679

R4 637

R5 608

R3 70

R4 68

R5 57

実施回数 延べ人数

R4 6 91

R5 6 110

実施回数 延べ人数

R4 6 21

R5 5 13
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(3) 産後ケア事業

目 的： 出産直後の母子支援として、一定期間医療機関又は助産院において、母体

の休養及び体力の回復並びに母体及び乳児のケアを行うことにより、母子

の心身の安定及び育児不安の解消を図る。

委 託 先： 産科医療機関及び助産院

対 象 者： 出産後 1年を経過しない産婦及び乳児

・産後の体調不良により安定的な養育が困難で支援の必要性がある人

・産後の休養・栄養管理など日常の生活面について保健指導を必要とする

人

内 容： 助産師による指導、助言、相談

令和 5年度より訪問ケア開始

利 用 数

(4) 産後家事援助費助成

目 的： 出産に伴い日常生活を営むのに支障がある母親を抱える世帯に対して、家

事援助事業を利用したことに伴い支払った費用の一部を助成することによ

り、産後の不安を解消し経済的負担の軽減を図る。

対 象 者： 産後 3か月未満（多胎児の場合は生後 1年未満）で家族や周囲から十分な

支援を 受けることができない人

内 容： 公益社団法人 知立市シルバー人材センターが行う家事援助事業

利 用 数

通所 宿泊 訪問

実（人） 延（日） 実（人） 延（日） 実（人） 延（日）

R3 8 17 8 32 － －

R4 16 23 11 48 － －

R5 11 40 12 22 3 4

人 延べ日数

R3 12 135

R4 8 91

R5 4 51.5
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(5） 多胎児支援

(ｱ) 妊婦健康診査費支援事業

令和 5年度より多胎妊婦に対して、通常 14回の妊婦健康診査に加え、受診した健康

診査に係る費用を助成する。（最大 5回まで）

(ｲ) 多胎ピアサポート事業

多胎児の育児経験者との交流会を実施

(ｳ) 多胎児家庭健診サポート事業

目 的： 乳幼児健診を受診する上で負担の多い多胎児家庭の保護者に対し、健診

に付き添い、サポートすることで受診における負担の軽減を図る。

対 象 者： 知立市保健センターにおける乳幼児健診を受診する多胎育児者で、親族

等から支援を受けることができない人

内 容： ①乳幼児健診時に付き添い、サポートする。

②子育ての不安や悩みを傾聴する。

③地域の子育て支援に関する紹介を行う。

人数 延べ回数

R5 0 0

実施回数 参加親子

R3 1 7 組

R4 3 19 組

R5 3 22 組

利用家庭

R3 5 組

R4 5 組

R5 2 組
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(6) 子育て世代包括支援ネットワーク会議（にじいろニコニコネットワーク会議）

目 的： 地域における妊娠・出産・育児における切れ目ない支援事業の推進を図る

ため、子育て支援を提供している機関や保健・医療・福祉の行政機関など

関係機関との連携を密にし、利用者支援事業が円滑かつ効果的に行われる

ことをねらいとする。

実 施 回 数： にじいろニコニコネットワーク会議 1回

にじいろニコニコ実務者会議 11 回

(7) にじいろニコニコ出産・子育て応援金事業

（出産・子育て応援交付金事業 R5年 2月開始）

全ての妊婦、子育て家庭に対して、出産育児関連用品の購入や子育て支援サービスの

利用負担軽減を図るために、妊娠届出時や赤ちゃん訪問時に面談を行った妊産婦等に対

して応援金を支給する。また、妊娠期から子育て期における相談支援の充実を図る。

出産応援金（R4年 4 月以降に妊娠届出または出産した人 1人につき 5万円支給）

子育て応援金（R4 年 4月以降に出生した児童 1人につき 5万円支給）

支 給 件 数

出産応援金 子育て応援金

R4 994 542

R5 619 572
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Ⅲ．成人保健事業
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1. 成人保健事業内容及び実績

事 業 内 容 協力依頼機関等 回 数 実 績

保 健 対 策
推 進 会 議

保健センターの運営及び市民の健康づく

りに関する重要事項の調査審議、健康増

進･食育計画、こころ応援計画の作成及び

推進等

医師会、歯科医師会、薬

剤師会、区長会、民生委

員、保健所、社会福祉協

議会、職業安定所、商工

会、市民公募等

2 回
R5.8.23

R6.3.7

健 康 手 帳 20 歳以上の希望者に対して交付 年間 512 人

健 康 診 査特定健康診査
後期高齢者健康診査

医師会
6月～10 月(個別)
12 月（集団)

特定 3,216 人

後期 3,595 人

計 6,811 人

市民ドック（総合健診） 刈谷医師会臨床検査センター 6 月～12 月 186 人

18 歳～39 歳健診 刈谷医師会臨床検査センター 年間 5回 139 人

が ん 検 診胃がん検診 刈谷医師会臨床検査センター 年間 14 回 集団 386 人

医師会
市民ﾄﾞｯｸと同時及び 6

月～10 月
個別 634 人

計 1,020 人

大腸がん検診
（便潜血検査）

刈谷医師会臨床検査センター 年間 16 回 集団 576 人

医師会
市民ﾄﾞｯｸと同時及び

6月～10月
個別 2,854 人

計 3,430 人

肺がん・結核検診
（胸部レントゲン検査、喀痰細胞診）

刈谷医師会臨床検査センター 年間 16 回 集団 599 人

医師会
市民ﾄﾞｯｸと同時及び

6月～10月
個別 2,417 人

計 3,016 人

乳がん検診 刈谷医師会臨床検査センター 年間 14 回 集団 542 人

契約医療機関（1ヶ所） 市民ﾄﾞｯｸと同時及び
6月～2月

個別 1,108 人

計 1,650 人

子宮頸がん検診 刈谷医師会臨床検査センター 年間 14 回 集団 588 人

医師会（婦人科 1ヶ所）
市民ﾄﾞｯｸと同時及び

6月～2月
個別 695 人

医療機関 通年 妊産婦 580 人

計 1,863 人

前立腺がん検診 刈谷医師会臨床検査センター 年間 9回 集団 116 人

医師会 6 月～10 月 個別 1,995 人

計 2,111 人

刈谷医師会臨床検査センター
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事 業 内 容 協力依頼機関等 回 数 実 績

そ の 他
検 （ 健 ） 診

肝炎ウイルス検診
B型：C 型

刈谷医師会臨床検査センター 年間 9回 集団 109 人

医師会
市民ﾄﾞｯｸと同時

及び 6月～10月
個別 460 人

計 569 人

結核検診（胸部レントゲン検査）
（肺がん・結核検診受診者再掲）

刈谷医師会臨床検査センター 年間 16 回 集団 599 人

医師会
市民ﾄﾞｯｸと同時

及び 6月～10月
個別 5,644 人

計 6,243 人

骨粗しょう症検診 刈谷医師会臨床検査センター 年間 12 回 集団 348 人

脳ドック検診 医師会 8月～2 月 個別 248 人

成人歯科健康診査 歯科医師会 4月～9 月 個別 593 人

後期高齢者歯科口腔機能健康診査 歯科医師会 4月～9 月 個別 114 人

8020・9020 歯科健康診査 歯科医師会 4月～9 月 個別 120 人

健 康 教 育からだ改善１日健康講座・健康推
進員活動・健康ボランティア活
動・その他

医師会,歯科医師会,
薬剤師会 年間 160 回 計 28,281 人

健 康 相 談健診結果・一般・心・その他 医師会,歯科医師会,地区組織 年間 122 回 160 人

特定保健指導 保健師、管理栄養士、健康運動指導士 7 月～3 月 102 人

家 庭 訪 問保健、介護、生活習慣病指導 5人（延 8人）

ボランティア
育 成 支 援
事 業

食育知立（ともだち）の会 29 回 23 人（延 180 人）

健康推進員 17 地区 地区講座 1,038 人

健康ボランティア 18回 77 人(延 500 人)

健康づくり活動健康知立マイレージ 健康知立マイレージ
協賛店、愛知県

5月～1 月
610 人

（延 832 人）

表 彰 式8020・9020 表彰 歯科医師会

1回

8020 表彰
85 人

9020 表彰
11 人

高齢者の保健事業
と介護 予 防 の一 体的 な
実 施 事 業

シニア元気パトロール事業
（低栄養予防）

3クール
訪問 延 251 人

電話 延 24人

シニア元気パトロール事業
（糖尿病性腎症重症化予防）

3クール
訪問 延 23人

電話 延 7人

シニア元気パトロール事業
（口腔機能低下予防）

3クール
訪問 延 39人

電話 延 2人

健康づくり応援隊事業
（健康教育）

３か所
１０回

延 169 人

健康づくり応援隊事業
（健康相談）

３か所
６回

延 79 人

周知・啓発
（フレイル予防）

年間 10,445 人

そ の 他

助 成 事 業

がん患者アピアランスケア支援
事業費補助金

36人

若年がん患者在宅療養支援事業
費補助金

0人
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精密検査受診状況確認健康診査

・ 特定健康診査（個別・集団）

・ 後期高齢者健康診査（個別）

・ 市民ドック（個別）

・ 18 歳～39歳健診（集団）

がん検診

・ 胃がん検診（集団・個別）

・ 大腸がん検診（集団・個別）

・ 肺がん・結核検診（集団・個別）

・ 乳がん検診（集団・個別）

・ 子宮頸がん検診（集団・個別）

・ 前立腺がん検診（集団・個別）

健康相談

・ 健診結果相談

・ 一般健康相談

・ 心の健康相談

・ その他の健康相談

健康教育

・ 特定保健指導

・ 個別健康教育

・ 集団健康教育

・ その他の健康教育

訪問指導

健康知立ともだち 21 計画・食育推進計画に係る健康づくり事業

ž 福祉健康まつり ・ 健康ボランティア活動

ž 自殺対策普及・啓発 ・ 健康推進員活動支援

ž 受動喫煙対策事業 ・ 食育知立（ともだち）の会活動支援

ž 健康知立マイレージ事業 ・ ８０２０・９０２０表彰
ともだち

その他の健診・検診

・ 肝炎ウイルス検査 （集団・個別）

・ 結核検診（集団・個別）

・ 骨粗しょう症検診（集団）

・ 脳ドック検診（個別）

・ 成人歯科健康診査（個別）

・ 後期高齢者口腔機能診査（個別）

・ ８０２０・９０２０歯科健康診査（個別）

高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施事業

ž シニア元気パトロール事業

（低栄養予防、糖尿病腎症重症化予防、口腔機能低下予防）

ž 元気づくり応援隊事業

2. 成人保健体系
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3. 健康診査

(1) 特定健康診査・後期高齢者健康診査

目 的： 平成 20 年度より医療制度改革を受け、メタボリックシンドロームを

早期発見、予防することを目的としており、必要者には特定保健指

導へとつなげ生活習慣の改善を図っている。

対 象 者： 40 歳以上の知立市国民健康保険に加入している者、後期高齢者医療

保険に加入している者、生活保護及び無保険の者

周 知 方 法： 個別通知、広報掲載

実 施 場 所： 個別健診…市内指定医療機関

集団健診…保健センター、刈谷医師会健診センター

期 間： 6月～10 月(医療機関)・12 月（集団 3回）

平成 25 年度よりがん検診と同期間で実施

検 査 内 容： 問診、身体測定、血圧測定、理学的検査、血液検査など

心電図は当該年度結果や医師の判断により必要者のみ実施、眼底検査は前

年度結果等から必要者のみ実施

受診状況及び結果

特定健診

後期高齢者健診

※市民ドック国保加入者分を含む

区分
年度

対象者（人） 受診者（人） 受診率（％）

R1 8,707 3,682 42.3

R2 8,653 3,537 40.9

R3 8,588 3,458 40.3

R4 8,904 3,414 38.3

R5 8,049 3,216 40.0

区分
年度

対象者（人） 受診者（人） 受診率（％）

R1 6,873 3,224 46.9

R2 7,198 3,196 44.4

R3 7,227 3,103 42.9

R4 7,510 3,373 44.9

R5 8,018 3,595 44.8
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(2) 市民ドック（総合健診）

目 的： 健康診査および各種がん検診を総合的に実施することにより健康管理意

識の向上を図ることを目的とする。

対 象 者： 年度末年齢 40～64 歳の市民で、下記①または②に該当する人

① 知立市国民健康保険被保険者

② 職場等で受診する機会のない人

周 知 方 法： 広報掲載、ホームページ掲載、特定健康診査受診票に案内を同封

実 施 場 所： 刈谷医師会健診センター

検 査 内 容： 一般健康診査、胃がん検診、肺がん・結核検診、大腸がん検診、

前立腺がん検診、肝炎ウイルス検診（過去に受けたことのない者）、子宮

頸がん検診、乳がん検診等

受診状況及び結果

(3) 18 歳～39 歳健診

目 的： 近年の循環器疾患等の動向を踏まえ、これらの疾患を早期に発見し、

栄養や運動等の生活改善や適切な治療に結びつけることを目的とする。

対 象 者： 18 歳～39 歳の市民

周 知 方 法： 広報、ホームページ掲載、チラシ配布

実 施 場 所： 刈谷市医師会健診センター 年 5回

内 容： 問診、血圧測定、尿検査、身体計測、血液検査

受診状況及び結果

年度 受診者（人）

R3 142

R4 154

R5 186

区分

年度
受診者(人) 異常なし(人) 放置可(人) 要指導(人) 要相談(人)

R1 143 21 85 16 21

R2 109 20 50 8 31

R3 107 15 24 27 41

R4 130 13 33 38 46

R5 139 15 34 24 66
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4. がん検診

(1) がん検診

目 的： 早期発見、早期治療を進め、医療費の軽減を図るとともに、働き盛りの

市民の生命を守り、豊かで安心できる基盤をつくるために実施する。

平成 22年度より、利便性を考慮し、保健センター外会場での実施を導入、

令和元年度よりレディース検診デーを開始した。

対 象 者： 40 歳以上の市民（前立腺がん検診は 50 歳以上の男性、乳がん検診は 30

歳以上の女性、子宮頸がん検診は 20 歳以上の女性）

受診率の算出方法：

地域保健・健康増進事業報告に順じて算出（前立腺がん検診を除く）

胃がん検診受診率

（「前年度の受診者数」＋「当該年度の受診者数」－「2年連続受診者数」）

÷「当該年度の対象者数（50～69 歳）」×100

大腸がん検診、肺がん検診受診率

（当該年度の受診者数）÷「当該年度の対象者数（50～69 歳）」×100

乳がん、子宮頸がん検診受診率

（「前年度の受診者数」＋「当該年度の受診者数」－「2年連続受診者数」）

÷「当該年度の対象者数（乳：40～69 歳、子宮：20～69 歳）」×100

前立腺がん検診受診率

（当該年度の受診者数）÷「当該年度の受診者数（50 歳以上）」×100

周 知 方 法： 広報、ホームページに掲載

健康推進員活動他、各種保健事業において勧奨チラシを配布

乳幼児健診及び予防接種の個別通知に保護者宛の勧奨チラシを同封

小・中学生、就園児の保護者に勧奨チラシを配布
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(ｱ) 胃がん検診

実 施 方 法： 集団検診として年 14 回実施

個別検診として市内指定医療機関で実施（6～10 月）

平成 25 年度より特定健康診査と同期間で実施

市民ドックで実施（6～12 月）

受診状況及び結果

(ｲ) 大腸がん検診（便潜血ヒトヘモグロビン検査）

実 施 方 法： 集団検診として年 16 回実施。

個別検診として市内指定医療機関で実施（6～10 月）

平成 25 年度より特定健康診査と同期間で実施

市民ドックで実施（6～12 月）

平成 30 年度より特定健康診査の個別通知に大腸がん検診票及び採便容

器を同封

受診状況及び結果

区分

年度

受診者

(人)

受診率

（％）

要精密

検査者

(人)

精密検査

受診者

(人)

精 密 検 査 結 果

異常

なし

(人)

がんで

あった者

(人)

がんの

疑いの

ある者

(人)

がん以外の

疾患の者

(人)

R1 1,129 4.8 88 72 9 1 1 61

R2 906 4.1 77 55 3 2 1 49

R3 978 3.1 70 61 9 1 0 51

R4 948 3.6 54 44 8 0 0 36

R5 1,020 3.6 48 38 6 1 1 30

区分

年度

受診者

(人)

受診率

（％）

要精密

検査者

(人)

精密検査

受診者

(人)

精 密 検 査 結 果

異常

なし

(人)

大腸

がん

(人)

ポリープ

(人)

憩室

(人)

その他

(人)

R1 3,444 6.1 232 175 51 8 71 15 30

R2 3,216 5.3 209 131 32 9 55 16 19

R3 3,337 5.4 191 133 44 3 56 14 16

R4 3,342 5.4 197 149 42 12 67 15 13

R5 3,430 5.4 188 126 41 3 53 12 17
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(ｳ) 肺がん検診

実 施 方 法： 個別検診（40～74 歳）を実施

（平成 26 年度より 65～69 歳、平成 27年度より 70～74 歳対象拡大）

集団検診（15 歳以上）として年 16 回実施

個別検診として市内指定医療機関で実施（6～10 月）

平成 25年度より特定健康診査と同期間で実施

市民ドックで実施（6～12 月）

受診状況及び結果

（ ）40 歳未満受診者

(ｴ) 乳がん検診

実 施 方 法： 集団検診として年 14 回実施

個別検診として指定医療機関で実施（6月～2月）

30～39 歳は超音波検査（個別検診のみ）を実施

40 歳以上はマンモグラフィー検査を実施

市民ドックで実施（6～12 月）

受診状況及び結果

(新たなステージに入ったがん検診の総合支援事業を含む)

区分

年度

受診者

(人)

受診率

（％）

要精密

検査者

(人)

精密検査

受診者

(人)

精 密 検 査 結 果

異常

なし

(人)

肺がん

(人)

結核

(人)

その他

(人)

R1 3,186(61) 6.6 117 96 46 0 1 49

R2 3,108(38） 6.1 154 118 52 1 0 65

R3 3,093(45) 6.2 123 95 48 2 0 45

R4 3,076(50) 6.3 149 128 69 2 0 57

R5 3,016(79） 6.2 156 133 70 2 0 61

区分

年度

受診者

(人)

受診者数

(40歳

以上)

(人)

受診率

(40歳

以上)

（％）

要精密

検査者

(人)

精密検

査受診

者

(人)

精 密 検 査 結 果

異常

なし

(人)

乳

がん

(人)

乳頭

腫

(人)

乳腺

症

(人)

線維

腺腫

(人)

その他

(人)

R1 1,805 1,643 14.1 57 39 14 3 0 0 9 13

R2 1,442 1,330 13.6 45 36 9 4 0 4 3 16

R3 1,584 1,464 13.0 40 34 4 6 0 6 7 11

R4 1,631 1,497 13.3 55 50 8 1 1 2 6 32

R5 1,650 1,541 13.3 46 42 6 5 2 5 5 19
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(ｵ) 子宮頸がん検診

(平成 21 年度より 20歳以上、平成 24年度より妊婦子宮頸がん検診も計上)

実 施 方 法： 集団検診として年 14 回実施

個別検診として市内指定医療機関で実施（6月～2月）

妊婦健診として医療機関にて実施（通年）

市民ドックで実施（6～12 月）

受診状況及び結果

（新たなステージに入ったがん検診の総合支援事業を含む）

(ｶ) 前立腺がん検診

実 施 方 法： 集団検診として年 9回実施

特定健診と併用し、市内指定医療機関で実施（個別）（6～10 月）

受診状況及び結果

区分

年度

受診者

(人)

受診者数

（20 歳

以上）

(人)

受診率

(20 歳

以上)

（％）

要精密

検査者

(人)

精密

検査

受診者

(人)

精 密 検 査 結 果

異常

なし

(人)

がんで

あった者

(人)

がんの疑い

のある者

(人)

異形成・

その他

(人)

R1 1,916 1,909 14.0 33 19 13 0 0 6

R2 1,795 1,739 13.3 29 10 3 0 0 7

R3 1,788 1,785 12.9 39 14 3 1 2 8

R4 1,809 1,803 13.0 38 10 6 0 1 3

R5 1,863 1,862 13.1 42 29 13 0 4 12

区分

年度

受診者

（ﾐﾆﾄﾞｯｸ受診者分）

(人)

受診率

（％）

要精密

検査者

(人)

精密検査

受診者

(人)

異常

なし

(人)

前立腺

がん

(人)

前立腺

肥大

(人)

その他

(人)

不明

(人)

R1 2,126(39) 15.5 230 162 46 8 52 50 6

R2 2,071 14.8 242 120 19 5 40 49 7

R3 2,046 14.4 249 181 37 8 53 31 52

R4 2,138 14.8 282 202 45 9 65 68 15

R5 2,111 14.3 282 206 28 8 60 108 2
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(2) 新たなステージに入ったがん検診の総合支援事業（再掲）

目 的： がん検診受診率が低いため無料クーポンを配布し受診促進を図る。

また、がんの早期発見・早期治療をすすめ、医療費の軽減を図るとともに

健康保持及び増進を図る。

対 象 者： 子宮頸がん検診

生年月日 H14 年 4 月 2 日～H15 年 4月 1日に該当する女性市民

乳がん検診

生年月日 S57 年 4 月 2 日～S58 年 4月 1日に該当する女性市民

周 知 方 法： 個別通知にて検診無料クーポン券を配布

広報、ホームページに掲載

実 施 方 法： 通常のがん検診に準ずる

検 診 内 容： 通常のがん検診に準ずる

子宮頸がん検診受診状況

乳がん検診受診状況

*受診率＝受診者÷クーポン対象者×100

※平成 21 年度より無料クーポン券（国庫補助）を対象者に配布している。

区分

年度
対象者(人) 受診者(人) 受診率(％)

R1 372 29 7.8

R2 367 39 10.6

R3 370 30 8.1

R4 346 26 7.5

R5 366 26 7.1

区分

年度
対象者(人) 受診者(人) 受診率(％)

R1 474 97 20.5

R2 455 95 20.9

R3 444 84 18.9

R4 446 93 20.9

R5 409 81 19.8
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5. その他の健診・検診

(1) 肝炎ウイルス検診

目 的： 肝炎ウイルスに関する正しい知識を普及させるとともに、住民が自身の肝

炎ウイルス感染の状況を把握し、必要に応じて保健指導等を受け、医療機

関を受診することにより肝炎による健康障害を回避し、症状を軽減し、進

行を遅延させることを目的とする。

対 象 者： 40 歳以上の市民（過去にこの検査を受けたことがない人）

周 知 方 法： 40 歳の市民へ個別通知

広報、ホームページに掲載

実 施 方 法： 集団検診として年 9回実施（6月～翌年 2月）

特定健康診査と併用して市内指定医療機関で実施（6月～10月）

市民ドックで実施（6月～12 月）

検 診 内 容： 問診、C型肝炎ウイルス検査（HCV 抗体検査、HCV 核酸増幅検査）、B型肝炎

ウイルス検査（HBs 抗原検査）

※HCV 核酸増幅検査は、HCV 抗体検査で中力価・低力価と判定された者のみ

実施

受 診 状 況

判 定 結 果

年度
肝炎種類

区分

R2 R3 R4 R5

C型
(人)

B型
(人)

C型
(人)

B型
(人)

C型
(人)

B型
(人)

C型
(人)

B型
(人)

集団 200 200 142 142 126 126 109 109

個別 434 434 434 434 400 400 460 460

合計 634 634 576 576 526 526 569 569

肝炎
種類等

年度

C型 B型

感染している可能性が
極めて高い(人)

感染している可能性が
極めて低い(人)

陽性
(人)

陰性
(人)

R1 1 591 1 591

R2 2 632 4 630

R3 3 573 2 574

R4 3 523 2 524

R5 2 567 5 564
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(2) 結核検診（胸部レントゲン検査）（肺がん・結核検診再掲）

目 的： 結核の早期発見・早期治療を目的に実施する。

対 象 者： 集団検診…15 歳以上の市民

個別検診…40 歳以上の市民

周 知 方 法： 広報、ホームページに掲載

実 施 方 法： 集団検診として年 16 回実施（肺がん検診と同時に実施）

特定健康診査と併用して市内指定医療機関で実施(6 月～10月)

市民ドックで実施（6月）

検 診 内 容： 胸部 X線直接撮影

受診状況及び結果

(3) 骨粗しょう症検診

目 的： 骨粗しょう症は、寝たきりの原因となる骨折の基礎疾患である。

高齢になっても健康で自立した生活が維持できることを目標に、

骨粗しょう症の早期発見、早期治療に結びつけるために実施する。

対 象 者： 20 歳以上の市民

周 知 方 法： 広報、ホームページに掲載

実 施 方 法： 集団検診として年間 12回実施

検 診 内 容： 問診、定量測定（超音波法）、結果指導

受診状況及び結果

年度

内訳
R1 R2 R3 R4 R5

直接

撮影者(人)

65歳未満 1,139 993 1,066 1,081 1,141

65歳以上 4,874 5,004 4,820 5,032 5,102

判定(人) 精検者数 5 3 6 12 14

検診

結果(人)

結核患者数 1 0 0 0 0

発病の恐れ 0 0 0 0 0

区分

年度
受診者(人) 経過観察(人) 要精密検査(人)

R1 384 1 4

R2 266 2 5

R3 309 1 8

R4 320 0 8

R5 348 0 8
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(4) 脳ドック検診

目 的： 死亡原因、要介護の原因の上位を占める脳血管疾患に対して、

早期発見・早期治療をめざし、医療費の軽減を図るとともに、

市民が豊かで安心して生活できる基盤を作るために実施する。

対 象 者： 40 歳以上の市民で、職場等で受診する機会のない人

平成 28 年度より、定員を 250 名にした。

周 知 方 法： 広報、ホームページに掲載

実 施 方 法： 個別検診として市内指定医療機関で実施（8月～翌年 2月）

検 診 内 容： 問診、診察、血圧測定、身長、体重測定、頭部 MRI 検査、

頭部 MRA 検査、頚部 MRA 検査

受診状況及び結果

区分

年度
受診者(人) 定員(人)

異常なし

(人)
要観察(人) 要精検(人)

R1 248 250 159 71 18

R2 250 250 142 84 24

R3 244 250 155 78 11

R4 241 250 125 106 10

R5 248 250 150 87 11
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(5) 成人歯科健康診査

目 的： 高齢期に自分の歯を十分に保有し、食べる楽しみを享受できるよう、

積極的に健診機会を設けることにより、健康自立への意識を高揚させ、

実践に結びつけることで、歯の喪失を予防することを目的とする。

対 象 者： 前年度 40、45、50、55、60、65、70 歳の市民

平成 29 年度より対象者に 65歳を追加

周 知 方 法： 広報、ホームページ掲載、個別通知

実 施 場 所： 市内指定医療機関

診 査 内 容： 歯牙、歯周組織、口腔粘膜の健診及びブラッシング指導

受 診 状 況

R5 対象者 6,427 人

(6) 後期高齢者口腔機能検査

目 的： 口腔機能の評価を行い、口腔機能の低下のリスクのある高齢者を治療

や事後指導につなげることで、口腔機能の維持、改善を目指し食べる

楽しみを享受できること。また、口腔機能の維持改善により心肺機能

の予防等を実現すること。

対 象 者： 前年度 75 歳の市民

周 知 方 法： 広報、ホームページ掲載、個別通知

実 施 場 所： 市内指定医療機関

診 査 内 容： 歯牙、歯周組織、咬合の状態、粘膜の状態、口腔衛生状況、口腔乾燥、

咀嚼能力評価、舌機能評価、嚥下機能評価、口腔体操指導

受 診 状 況

R5 対象者 829 人

区分

年度

受 診 者（人）
受診率 計

40 歳 45 歳 50歳 55 歳 60 歳 65 歳 70 歳

R1 99 112 94 100 70 86 127 10.2％ 688

R2 82 82 105 95 49 70 112 9.0％ 596

R3 78 94 103 91 83 64 80 9.3％ 593

R4 74 71 104 93 115 80 79 9.9％ 616

R5 63 89 91 102 91 82 75 9.2％ 593

区分

年度
受診者(人) 受診率

R5 114 13.8％
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(7) 8020・9020 歯科健康診査

目 的： いつまでも充実した食生活を送り続けるために、80 歳・90 歳になって

も自分の歯を 20本以上残そうという「8020 運動」「9020 運動」を推進

するため健診機会を設ける。

対 象 者： 前年度 79 歳、89 歳の市民

平成 30 年度より 9020 歯科健康診査を開始

周 知 方 法： 広報、ホームページ掲載、個別通知

実 施 場 所： 市内指定医療機関

診 査 内 容： 歯牙、歯周組織、口腔粘膜の健診及びブラッシング指導

受 診 状 況

R5 対象者 816 人

(8) 8020・9020 表彰

目 的： 歯と口腔の健康を保ち、生涯にわたる健康保持、増進及び 80 歳、90歳

になっても 20本以上自分の歯を保とうという「8020」「9020」運動の意

識普及を推進し、高齢者の長年にわたる健康管理を称えることを目的と

する。

対 象 者： 昭和 17年 4月 1日以前に生まれた知立市民で、残存歯が 20 本以上

あり表彰対象者として知立歯科医師会より認められた人

H30 年度より 9020 表彰開始

実 施 主 体： 知立市歯科医師会（8020 表彰）、知立市（9020 表彰）

表彰者実績

区分

年度

受診者（人）
受診率 計

79 歳～88 歳 89 歳以上

R1 127 11 16.5％ 223

R2 89 7 11.7％ 155

R3 102 10 13.2％ 167

R4 98 17 13.2％ 191

R5 106 14 14.7％ 120

区分

年度

表彰者（人）

8020 表彰 9020 表彰

R1 104 9

R2 78 6

R3 85 8

R4 76 13

R5 85 11
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6. 健康教育

健康づくりへの意識を高め、疾病を予防し健康的な生活を継続するため各種の健康教育を

行っている｡また同時に個別に対応した健康相談も行っている。

(1) 医師健康講座

目 的： 医師や歯科医師により正しい知識を得て、「自分の健康は自分で守る」と

いう健康意識の向上を図り、生活習慣病の予防及び健康増進などに資す

ることを目的とする。

対 象 者： 市民

実 施 内 容

(2) からだ改善１日健康講座

目 的： メタボリックシンドロームを予防改善するための具体的な行動変容

を支援する指導を行い、健全な生活習慣の確立を通じて生活習慣病

を予防する。

対 象 者： 市民

実 施 内 容： 栄養講座 運動講座

ス タ ッ フ： 管理栄養士、運動指導士、保健師、看護師

参 加 者

実施日 内 容 講 師 参加人数(人)

6月16日 腰痛・膝痛について
いわせ外科クリニック
岩瀬祐司 医師

41

8月4日
中高年に多い眼科疾患に
ついて

酒井眼科
佐野雅洋 医師

37

10月12日
糖尿病とともに健康に生
きるための３つのコツに
ついて

はっとりクリニック
服部麗 医師

38

実施日 栄養講座(人) 運動講座(人)

6 月 26 日 7 5

8 月 25 日 5 5

9 月 25 日 6 3

10 月 31 日 13 6

2 月 2日 8 7

3 月 8日 15 0
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(3) 特定保健指導

目 的： 特定健康診査の結果、内臓脂肪型肥満等のリスクのある者を対象に、その

要因となっている生活習慣を改善するための重点的な保健指導を実施す

ることにより、自覚症状がないまま進行する生活習慣病を減少させ、医療

費の減少へと結びつける。

対 象 者： 令和 5年度特定健診受診者で、積極的支援、動機付け支援にあたる人

周 知 方 法： 個別通知

実 施 場 所： 知立市保健センター

期 間： R5 年 7 月～R6年 3月（以降も指導は継続）

参 加 者： 積極的支援 実 16 人

動機付け支援 実 86 人

実 施 内 容： メタボリックシンドロームに関しての講義、生活の振り返り、

運動指導、食事指導等を集団指導と個別指導を組み合わせて実施

訪 問 指 導： 訪問件数 143 件 うち指導実施者 41人 家族への指導 14 人

特定保健指導利用率（令和 5年度は推計値）

年度 利用率（％）

R1 37.9

R2 38.3

R3 20.9

R4 35.5

R5 30.9
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(4) 職域健康教育

目 的： 市内企業に勤める者を対象に、運動や栄養、メンタルヘルス等、広く健康

づくりに関する健康教育を実施することにより、市がアプローチに苦慮す

る若い世代の健康づくりに寄与し、健康な生活習慣の定着により長期的な

医療費の減少へと結びつける。

対 象 者： 市内企業に勤める者

周 知 方 法： 各企業内での周知、啓発

実 施 場 所： 各企業

期 間： R5 年 6 月～R6年 1月

実 施 回 数： 5回

参 加 者： 4企業 計 36 人

実 施 内 容： 講座メニューから企業が選択し、実施。または企業の意向により内容、

講師を選定し、実施

(5) 出前講座

目 的： 健康に関する健康教育を実施することにより、市民が健康に関する知識や

理解を深め、健康増進に資することを目的とする。

対 象 者： 市民

実 施 回 数： 1回

参 加 者： 1団体 計 58 人

実 施 内 容

実施日 対象団体 内容 参加者数(人)

1 月 9 日 シルバー人材センター フレイル予防について 58

実施日 対象企業 内容 参加者数(人)

6月20日 知立市商工会 ヨガ、セルフマッサージ、ストレッチ等について 12

9月21日 豊安工業㈱ 虫歯や歯周病予防について 56

10月10日 野村開発㈱ 生活習慣病予防について 12

12月13日 槌谷デカル工業 腰痛予防体操 42

12月14日 ミヤマ精工
相手と自分が気分よくコミュニケーションが

取れるコツ
33

1月23日 知立市商工会 女性向け健康体操 12
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7. 健康相談

(1) 健診結果相談

目 的： 食生活､運動､休養の生活習慣において具体的な行動変容を支援する

指導を行う。

対 象 者： 特定健康診査の結果、生活改善指導が必要と判断されたもの

実 施 方 法： 生活習慣の改善案の提示、相談指導を行う。

ス タ ッ フ： 医師、保健師、管理栄養士、看護師

回 数： 4回

相 談 者 数： 19 人

(2) 心の健康相談

目 的： 地域において心の健康の保持増進を図るため、心の病や問題を抱える

市民に対し、相談の機会を提供するとともに利用できる制度・資源を

紹介する。

対 象 者： 心の不調を抱える市民（本人・家族）

場 所： 保健センター

実 施 回 数： 11 回/年（定員 3名/回）

実 施 内 容： 精神科医による心の相談

ス タ ッ フ： 医師・保健師

相 談 状 況

区分

年度

日常生活

(人)

各種制度

(人)

受療・医療

(人)

就労

(人)

その他

(人)

合計

(人)

R1 19 － 1 - - 20

R2 10 － － － － 10

R3 14 － － 1 1 16

R4 11 － 4 － 3 18

R5 8 2 7 - 7 24
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8. 健康手帳の交付

目 的： 健康診査の記録、その後老後における健康保持のために必要な事項を記

載し、自らの健康管理と適切な医療の確保に資することを目的とする。

対 象 者： 希望者

交 付 状 況： 512 人

9. 訪問指導

目 的： 心身の状況、置かれている環境に照らしての保健指導が必要であると認め

られる者に対し、本人又は家族に対し必要な指導を行い、心身の機能低下

の防止と健康の保持増進を図ることを目的とする。

対 象 者： 知立市に居住する者（母子支援を除く）で、保健指導が必要であると認め

られる人

訪問担当者： 初回訪問は、原則として保健師が行い、必要に応じて看護師、栄養士等

の協力を得る。

内 容： ・栄養･運動･口腔衛生･その他家庭での療養方法に関する指導、介護を要

する状態になることの予防に関する指導や介護を担う家族への支援

・生活習慣病の予防等に関する指導

・精神保健に関する指導

・医療､保健､福祉､その他の諸制度の活用方法等に関する指導

実 施 状 況

年度 実人数(人) 延べ人数(人)

R1 2 4

R2 1 1

R3 3 7

R4 2 3

R5 5 8
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10. 健康知立ともだち 21 計画に係る健康づくり事業（人材育成）

(1) 健康ボランティアウォーキング活動支援

目 的： ウォーキングを中心に健康づくり活動を展開する健康ボランティアと協

力して、市民の健康づくりを推進することを目的とする。

対 象 者: 健康づくりに関心を持ち、健康教室企画・開催などのボランティア活動

が積極的にできる人

実 施 内 容： 市内ウォーキング（約５キロ）年間 18 回（うち１回中止）

ウォーキング講習会年間 1回

参 加 人 数： 500 人

（ ） は 実 人 数

周 知 方 法： 広報ちりゅう掲載、ホームページ掲載、ちらし配布

(2) 食育知立（ともだち）の会活動支援

目 的： 食に関する取組みを通じて市民に広く健康づくりの輪を広げること及び

第 2次知立市食育推進計画の推進活動を行い、食育の大切さを広めるこ

とを目的とする。

会 員 数： 23 人

活 動 内 容： 学習・勉強会 7回、講習会 3回「市民クッキング」「親子クッキング」

等、見学研修会 1回、保育園巡回 6回、他団体からの依頼による講習会 3

回等

参 加 人 数： 延 180 人

(3) 健康推進員活動支援

目 的： 第 2次健康知立ともだち 21 計画の視点に立って、地域の中で健康づくり

活動を展開し、地域全体をエンパワーすることを目的とし、活動を支援す

る。

ボランティア会員(人) 一般市民(人) 合計(人)

参加人数 137（16） 363（61） 500（77）
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【 令和５年度 健康推進員地区活動一覧 】

知立地区 企画内容（テーマ） 実施日
参加者

数

【長篠町】

楽しく健康づくりをしよう

頭と心を使って脳活しよう。世界のボードゲーム体験会 R5.6.11 15

みんなで楽しく体幹トレーニング R5.9.30 12

マコモタケ健康パワーを学ぼう R5.12.9 19

【新地町】

子供から大人まで一歩上の健康を目指す

防災クッキング R5.6.11 7

ウォーキングとストレッチ R5.11.19 9

苺狩りウォーキング R6.3.3 23

【西町】

楽しく運動し体幹を整える

楽しもう！健康体操 R5.6.1 9

あたまと体の体幹 R5.9.28 8

体の歪みを正して、体幹を整えよう R5.11.29 8

【上重原

町】

楽しく生き生きとした生活を送ろう

楽しく口腔ケア R5.6.30 15

楽しく健康体操 R5.9.15 15

マコモタケでリース作り R5.12.8 12

健康ウォーキング R6.2.16 15

【南陽区】

元気でポジティブに

健康体操 R5.6.3 16

健康ヨガ R5.10.28 11

整体 R6.1.24 14

【弘法町】

楽しみながら 健康づくりをしよう

健康体操教室№１ 運動で楽しく健康づくりをしよう R5.5.27 21

ロコモ予防講座。日常生活の中で気楽に取り組めるロコモ体

操を学びましょう
R5.7.5 25

健康体操教室№２ 運動で楽しく健康づくりをしよう R5.10.28 27

笑いヨガ体操 笑いながら運動で免疫力アップ R5.11.29 19

椅子に座っての健康体操 R6.1.24 19

【宝町】

多世代交流を通じて健康意識を高めよう

たからまち学校ー夏休み宿題大作戦親子で防災を学ぼう R5.7.29 32

たからまちプロギングで R5.10.14 21

ヨガで身体もココロもすっきりしましょう R6.3.23 9
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竜北地区 企画内容（テーマ） 実施日
参加者

数

【山屋敷

町】

楽しみながら健康づくり

健康体操 R5.6.22 17

健康体操 R5.10.26 14

ロコモ予防体操 R5.12.8 10

【本町】

心もからだも健康に

笑いヨガ R5.6.24 17

健康体操 R5.11.25 9

正しいラジオ体操 R6.1.28 8

【中町】

楽しい健康づくり

健康な食事 R5.6.5 13

歩いて健康づくり R5.9.4 18

歯の健康 R5.11.27 19

【山町】

みんなで楽しく健康づくり

健康体操 爽快ストレッチ R5.11.27 12

料理教室 野菜たっぷりバランスの良い食事 R5.7.19 12

医師講座 大腸がんの話 R5.9.2 32

【牛田町】

町内行事みんなで参加 楽しい健康づくり

やってみようモルック R5.6.8 20

ウォーキング R5.10.19 24

コグニサイズ（認知症予防） R6.2.6 29

【八橋町】

明るく楽しく元気よく

笑いヨガ R5.6.6 9

認知症コグニサイズ R5.9.14 10

健康体操 R5.11.9 15
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南地区 企画内容（テーマ） 実施日
参加者

数

【新林町】

元気に適度に身体を動かし、健康の輪を広げよう

”知立市民歩け歩け運動”に参加 R5.5.14 23

栄養講座 R5.7.11 13

健康運動講座 R5.9.28 23

体力チェック＆健康生活指導 R5.11.14 17

【谷田町】

いつまでも元気に！健康づくりは人生づくり

岡崎の史跡を巡るウォーキング R5.5.27 13

健康づくり教室 歯の健康講座 R6.10.28 26

【八ツ田

町】

健康づくり みんなで楽しく運動！運動を楽しもう

体と頭を使った健康体操 R5.5.6 25

八ツ田町楽々ウォーキング R5.5.21 37

健康体操教室 運動で楽しく健康づくりをしよう R5.11.25 20

【昭和６

丁目～９

丁目】

楽しく元気に暮らす

団地一周ウォーキング R5.4.20 20

健康講座と軽運動 R5.5.18 22

暑さに耐えられる体力作り R5.6.15 14

認知症予防 R5.9.21 16

団地一周ウォーキング R5.10.19 18

メタボ対策 R5.11.16 18

生活習慣病の予防の運動 R5.12.21 17

体力の維持と骨密度を上げる運動 R6.1.18 16

硬くなった体を軽運動でほぐす R6.2.15 17

長生きできる総合的なお話と運動 R6.3.21 14
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11. 健康づくり啓発普及活動

(1) 福祉健康まつり

目 的： 広く一般市民に福祉活動と健康づくりを啓発普及することを目的として、

医師会、歯科医師会、薬剤師会をはじめ多くの機関の協力を得て幅広い

内容で実施している。その中で「健康ひろば」として健康に関するコー

ナーを設けている。

日 時： 10 月 15 日（日）午前 9時～午後 3時

会 場： 福祉の里八ツ田

内 容：

参 加 者： 延 1726 人

(2) わくわくウォーキング

目 的： ウォーキングを通じて市民の健康づくりの輪を広げていくことを目的と

する。

日 時： 10 月 28 日（土）

場 所： 福祉の里八ツ田→御野立玉跡→谷田神明社→立野公園→福祉の里八ツ田

対 象： わくわくウォーキング参加者

内 容： 散歩みち協議会、健康ボランティアの方と協働により実施

参 加 人 数： 107 人

医師会 一般健康相談（内科・眼科・骨粗しょう症・耳鼻科）、眼底検査

歯科医師会 かむ力チェック、歯科相談

歯科衛生士会 災害時における口腔ケアについて

薬剤師会 お薬相談、調剤薬局体験

保健センター 健康相談、食育コーナー（食育漢字クイズ、バランスチェック）、

骨密度測定、健康マイレージ・こころの健康啓発、

各種ボランティア紹介、21 計画・食育計画啓発、

高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施事業の紹介

国保コーナー 体組成測定、脳年齢測定
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(3) 自殺対策普及・啓発

目 的： 一人ひとりの気づきと見守りで自死を防ぐという考え方に立ち、予防と早期

発見に努め、自死による死亡者数を減らしていくことを目的とする。

実 施 内 容： ①メンタルヘルスチェックシステム「こころの体温計」（25,299 件）

②こころの体温計、相談窓口チラシ配布

③自殺予防啓発ばんそうこう・ウェットティッシュ等配布

④はたちの集いにて子ども・若者向け相談窓口一覧クリアファイルを配布

⑤広報や LINE による、自殺予防週間、自殺対策強化月間の周知

（9月 1日号、3月 1日号）

⑥長期休暇明けの「子どもの SOS サインと相談先」についての保護者向けメ

ールの配信（夏休み明け）

⑦こころといのちの講演会開催

目 的：コロナ禍でさらに複雑化している「インターネット・ゲーム障害」

について、周囲の人がどのように理解をしたり関わったらいいの

か、上手な付き合い方について学ぶ。

内 容：ゲーム・ネットとの上手な付き合い方∼私たちができることは？∼

日 時：11 月 12日（日）

参加者数：54 人

⑧ゲートキーパー研修の実施

対象者 実施日 内容 受講者数

市民 R6.1.24

周囲でつらい思いをしている人に気付き、見守

り、相談機関へつなぐことができる身近な存在と

なれるよう必要な基礎的知識の普及・啓発。

47 人

市職員

R6.1.15

〜

R6.1.31

相談者の抱える生活上の問題や背景に目を向け、

耳を傾け、必要に応じて適切な支援につなげるこ

とができる知識や技術を身に付ける。

R5はオンラインにて実施。

318 人

専門職 R5.8.31

自殺の危険が高い方を早期に発見し、適切な支え

につなげることができるよう自殺対策に関わる

専門職や相談事業を担う人材のスキルアップ研

修。

28 人
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(4) 食育推進活動

目 的： 知立市の食に関するさまざまな課題を解決し、市全体で「食育」を進めてい

くため、第 2次知立市食育推進計画では、「豊かな心と、健康なからだを育む

いきいき輝くまち 知立」を目標として掲げ、施策を推進している。

対 象 者： 市民

実 施 内 容： ① 広報、ホームページ、LINE による食育の啓発

② 健診の場を活用した啓発

③ キッズクッキングの実施

(5) 健康知立マイレージ事業
ともだち

目 的： 第 2次健康知立ともだち 21計画の基本目標である「健康寿命の延伸」のため

に、市民の主体的な健康づくりへの動機付け支援を行い、健康的な生活習慣

の定着を目指すとともに、企業・団体等との連携による健康づくりを支える

環境の整備を促進する。

対 象 者： 18 歳以上の市民、在勤、在学者

実 施 期 間： 令和 5年 5月 1日～令和 6年 1月 31 日

実 施 内 容： 以下の 4つの健康づくりメニューに取り組んでポイントを貯める。

A レッツ健（検）診ポイント

B チャレンジ健康づくりポイント

Cボランティア・健康に関するイベント・地域活動へ go！ポイント

Dスタンプポイント

参 加 人 数： 実 610 人（延 832 人）

(6) 健康知立KIDS マイレージ事業
ともだち

目 的： 第 2次健康知立ともだち 21 計画の中間評価より、児童・生徒の朝食欠食率の

増加、肥満者の増加、メディアの適正利用等が課題であることがわかった。

児童・生徒が規則正しい生活習慣を身につけることができるよう促進する。

対 象 者： 市内在住の小学生及び中学生

実 施 期 間： 令和 5年 7月 17 日～令和 5年 9月 30 日

実 施 内 容： チャレンジ目標を設定し取り組んでポイントを貯める。

参 加 人 数： 実 103 人
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12. 高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施事業

目 的： 高齢者の特性を踏まえた保健事業と介護予防を一体的に、また切れ目なく実

施することにより、高齢者が住み慣れた自宅で、心身ともに健康で自立した

生活ができる期間を延伸すること、誰もが地域で安心して尊厳ある暮らしが

できる豊かなまちづくりを目指す。

対 象 者： 75 歳以上の市民

実 施 内 容： ①シニア元気パトロール事業

「低栄養予防」「糖尿病性腎症重症化予防」「口腔機能低下予防」を目的

とした個別保健指導（訪問指導・電話指導）を実施。

②元気づくり応援隊事業

高齢者サロンにて「フレイル予防」をテーマとした集団健康教育・個別健

康相談を実施

③フレイル予防の周知・啓発事業

参 加 人 数： ①シニア元気パトロール事業

・「低栄養予防」 ：実 34 人（延 275 人）

（内訳：訪問指導 延 251 人、電話指導 延 24人）

・「糖尿病性腎症重症化予防」：実 4人（延 30人）

(内訳：訪問指導 延 23 人、電話指導 延 7人）

・「口腔機能低下予防」 ：実 5人（延 41 人）

（内訳：訪問指導 延 39 人、電話指導 延 2人）

②元気づくり応援隊事業 健康教育 延 169 人

健康相談 延 79人

③フレイル予防の周知・啓発事業 延 10,445 人
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13．助成事業

(1) がん患者アピアランスケア支援事業費補助金

薬物療法による脱毛や乳がん治療での乳房の形状の変化によるがん患者の心理的・経済的負

担の軽減を図り、社会参加を促進するため、医療用ウィッグや乳房補整具の購入に要する費用

の一部を補助する。令和 4年度より実施している。

対 象 品： （1）医療用ウィッグ（全頭用・部分用）

（2）乳房補整具（補整下着または人工乳房）

対 象 者： 知立市に住所を有する人で、がんと診断され治療を受けた人、又は治療中の

人

助 成 内 容： 購入した費用の２分の１の額（上限２万円・千円未満は切り捨て）

補 助 件 数

(2) 若年がん患者在宅療養支援事業費補助金

若年の末期がん患者が住み慣れた自宅で最期まで自分らしい生活を送ることができるよう

支援するため、在宅における療養生活を送る上で必要となる介護サービス等の利用に要した費

用の一部について補助している。令和 5年度より実施している。

対 象 者： (1)知立市に住民票があり、40 歳未満の末期がん患者

(2)在宅生活の支援や介護が必要な人

補 助 対 象： 在宅サービス、福祉用具の貸与、福祉用具の購入

補 助 内 容： サービス利用料の９割相当額（１か月上限 54,000 円）

※生活保護法による保護を受けている人は、サービス利用料の 10 割（1か月

上限 60,000 円）を助成

補 助 件 数

R4 19

R5 36

R5 0
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Ⅳ．予防接種事業
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1．予防接種事業実績

〔定期接種〕

予防接種名等 方法 対象 時期 会場 実績延

ロタウイルス

（ロタリックス） 個 別 接 種

（経口投与）

出生6週0日後～24週0日後まで 2回
4月1日

～3月31日
1 5 医 療 機 関 1,576人

ロタウイルス

（ロタテック）
出生6週0日後～32週0日後まで 3回

ヒブ
個 別 接 種

（皮下注射）

2か月～7か月未満 4回

7か月～12か月未満 3回

1歳～5歳未満 1回

4月1日

～3月31日
1 5 医 療 機 関 2,426人

小児用

肺炎球菌

個 別 接 種

（皮下注射）

2か月～7か月未満 4回

7か月～12か月未満 3回

1歳～2歳未満 2回

2歳～5歳未満 1回

4月1日

～3月31日
1 5 医 療 機 関 2,427人

Ｂ型肝炎
個 別 接 種

( 皮 下 注 射 )

２か月～1歳未満

（初回）２回 （追加）１回

4月1日

～3月31日
1 5 医 療 機 関 1,844人

4種混合

3種混合

不活化ポリオ

個 別 接 種

( 皮 下 注 射 )

1期(初回)

3か月以上7歳6か月未満に3週～8週の間

隔で3回

(追加)

1期初回3回終了後12か月以上経過した人

で7歳6か月未満に1回

4月1日

～3月31日
1 5 医 療 機 関 2,549人

3種混合

ジフテリア

百日せき

破傷風

個 別 接 種

( 皮 下 注 射 )

1期(初回)

3か月以上7歳6か月未満に3週～8週の間

隔で3回

(追加)

1期初回3回終了後12か月以上経過した人

で7歳6か月未満に1回

4月1日

～3月31日
1 5 医 療 機 関 0人

不活化ポリオ
個 別 接 種

( 皮 下 注 射 )

1期 (初回)

3か月以上7歳6か月未満に3週～8週の間

隔で3回

(追加)

1期初回3回終了後6か月以上経過した人で

7歳6か月未満に1回

4月1日

～3月31日
5 医 療 機 関 0人

Ｂ Ｃ Ｇ
個 別 接 種

( 管 針 法 )
生後3か月以上1歳未満

4月1日

～3月31日
1 2 医 療 機 関 629人

MRワクチン

麻しん

風しん

麻しん単抗原

風しん単抗原

個 別 接 種

（皮下注射）

1期 1歳以上2歳未満

2期 5歳以上7歳未満の者で

小学校就学前の1年間

4月1日

～3月31日
1 7 医 療 機 関 1,222人

水痘
個 別 接 種

( 皮 下 注 射 )

1歳～3歳未満 2回

(平成26年度のみ経過措置として3歳～5歳

未満の人で今まで一度も接種していない人

に1回接種)

4月1日

～3月31日
18 医 療 機 関 1,126人

日本脳炎
個 別 接 種

( 皮 下 注 射 )

1期 (初回)

3歳以上7歳6か月未満に1週～4週の間隔

で2回

(追加)

1期初回2回終了後12か月以上経過した人

で7歳6か月未満に1回

2期 (9歳～12歳まで)小学校4年生に1回

4月1日

～3月31日
1 9 医 療 機 関 2,464人

2種混合

ジフテリア

破傷風

個 別 接 種

（皮下注射）
2期 11歳～13歳未満に1回

4月1日

～3月31日
2 1 医 療 機 関 519人
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〔臨時接種（公費負担）〕

〔任意接種（公費負担）〕

〔助成事業〕

予防接種名等 方法 対象 時期 会場 実績延

子宮頸がん
個 別 接 種

（筋肉内注射）

中学1年生～高校1年生 3回
4月1日

～3月31日
1 4 医 療 機 関

239人

キャッチアップ（平成９年４月２日生まれ～

平成１９年４月１日生まれの女性）
406人

インフルエンザ
個 別 接 種

( 皮 下 注 射 )

65歳以上又は、60歳以上65歳未満で心臓、腎臓、

呼吸器、免疫機能に障害を有する者

10月1日

～1月31日
2 8 医 療 機 関 9,147人

高齢者用肺炎球菌
個 別 接 種

( 皮 下 注 射 )

当該年度に65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、

90歳、95歳、100歳になる者

又は60歳以上65歳未満で心臓、腎臓、呼吸器、

免疫機能に障害を有する者

4月1日

～3月31日
2 3 医 療 機 関 623人

風しん

追加的対策

個 別 接 種

( 皮 下 注 射 )

S37.4.2～S54.4.1生の男性で、風しん抗体検査

の結果、十分な量の抗体がないことが判明した者

4月1日

～3月31日
契約医療機関

抗体検査

257人

予防接種

56人

予防接種名等 方法 対象 時期 会場 実績延

新型コロナウイルス

ワクチン

個 別 接 種

（筋肉内注射）

初回接種

1，2回目･･･5歳以上の市民

1,2,3回目･･･生後6か月以上5歳未満の市民

追加接種

（令和４年秋開始接種）

令和5年5月7日まで 12歳以上の市民

令和5年9月19日まで 5～11歳の市民

（令和５年春開始接種）

高齢者（65歳以上）・基礎疾患を有する人（5～64

歳）・医療従事者のいずれかに該当する市民

（令和５年秋開始接種） 生後６か月以上の市民

4月1日

～3月31日

1回目･･･ 30人

2回目･･･ 43人

3回目･･･128人

4回目･･･324人

5回目･･･1,482人

6回目･･･7,969人

7回目･･･5,504人

予防接種名等 方法 対象 時期 会場 実績

風しん
個 別 接 種

（皮下注射）

妊娠を希望する女性及びそのパートナーの内、

風しん抗体価の低い人

4月1日

～3月31日
71人

予防接種名等 方法 対象 時期 会場 実績

特別な理由による任

意予防接種費用

助成事業

骨髄移植その他の治療により、接種済みの

定期予防接種の効果が期待できなくなった人

4月1日

～3月31日
1人

骨髄提供者等

支援事業

骨髄・末梢血幹細胞の提供を完了した人

及び骨髄等提供者が勤務する事業所

4月1日

～3月31日
0人
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2．予防接種

(1)〔定期接種〕

※対象者＝各年度新規対象者数、接種者＝各年度接種者数としているため、接種率が 100％

を超える場合があります。

(ｱ) ロタウイルス

令和 2年 10 月より予防接種法に規定する定期の予防接種となる。

初回接種は生後 2か月から出生 14 週 6 日後までの間に接種する。

ロタリックスの場合、出生 6週 0 日後から 24 週 0 日後までの間に 27 日以上あけて 2回

接種する。

ロタテックの場合、出生 6週 0 日後から 32 週 0 日後までの間に 27 日以上あけて 3回接

種する。

接種状況及び結果

年度
内訳

R2 R3 R4 R5

対象者数
1回目 336 697 638 610
2 回目 336 697 638 610
3 回目 200 439 404 387

被接種者数
（ロタリックス）

1回目 115 245 196 199
2 回目 88 249 189 205

被接種者数
（ロタテック）

1回目 200 439 404 387
2 回目 153 435 410 398
3 回目 105 442 384 387

接種率(%)
1 回目 93.8 98.1 94.0 96.1
2 回目 71.7 98.1 93.9 98.9
3 回目 52.5 100.7 95.0 100.0
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(ｲ) ヒブ

平成 25年度より予防接種法に規定する定期の予防接種となる。

生後 2か月以上 7か月未満の間に接種を開始した場合は 4～8週間の間隔で 3回接種し、

追加は 3回目終了後 7月以上あけて 1回接種する。

生後 7か月以上 1歳未満の間に接種を開始した場合は 4～8週間の間隔で 2回接種し、

追加は 3回目終了後 7月以上あけて 1回接種する。

1歳以上 5歳未満の間に接種を開始した場合は 1回接種する。

接種状況及び結果

年度
内訳

R1 R2 R3 R4 R5

対象者数

1回目 726 649 697 638 610

2 回目 726 649 697 638 610

3 回目 726 649 697 638 610

追加 726 649 697 638 610

被接種者数

1回目 710 662 693 617 599

2 回目 686 678 696 610 618

3 回目 689 670 695 585 614

追加 635 725 633 648 595

接種率(%)

1 回目 97.8 102.0 99.4 96.7 98.2

2 回目 94.5 104.5 99.9 95.6 101.3

3 回目 94.9 103.2 99.7 91.7 100.7

追加 87.5 111.7 90.8 101.6 97.5
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(ｳ) 小児用肺炎球菌

平成 25年度より予防接種法に規定する定期の予防接種となる。

生後 2か月以上 7か月未満の間に接種を開始した場合は 27 日以上の間隔で 3回接種し、

追加は 3回目終了後 60日以上あけてかつ 1歳以上で 1回接種する。

生後 7か月以上 1歳未満の間に接種を開始した場合は 27日以上の間隔で 2回接種し、

追加は 2回目終了後 60日以上あけて 1回接種する。

1歳以上 2歳未満の間に接種を開始した場合は 60 日以上あけて 2回接種する。

2歳以上 5歳未満の間に接種を開始した場合は 1回接種する。

接種状況及び結果

(ｴ) B 型肝炎

平成 28年 10 月より予防接種法に規定する定期の予防接種となる。

2か月以上 1歳未満で 27 日以上あけて 2回接種する。

追加は 1回目接種より 139 日以上あけて 1回接種する。

接種状況及び結果

年度
内訳

R1 R2 R3 R4 R5

対象者数

1回目 726 649 697 638 610
2 回目 726 649 697 638 610
3 回目 726 649 697 638 610
追加 726 649 697 638 610

被接種者数

1回目 718 662 697 614 598
2 回目 729 644 699 610 619
3 回目 712 653 696 584 615
追加 655 699 619 650 595

接種率(%)

1 回目 98.9 102.0 100.0 96.2 98.0
2 回目 100.4 99.2 100.3 95.6 101.5
3 回目 98.1 100.6 99.9 91.5 100.8
追加 90.2 107.7 88.8 101.9 97.5

年度
内訳

R1 R2 R3 R4 R5

対象者

1回目 726 649 697 637 610

2 回目 726 649 697 637 610

3 回目 726 649 697 637 610

接種者

1回目 711 657 693 615 611

2 回目 708 643 698 602 632

3 回目 664
626

（ 長 期 療 養 者 1 名 含 む ）
657 569

601

（ 長期 療養者 2 名含 む）

接種率
(％)

1 回目 97.9 101.2 99.4 96.5 100.2
2 回目 97.5 99.1 100.1 94.5 103.6
3 回目 91.5 96.5 94.3 89.3 98.5
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(ｵ) ジフテリア・百日せき・破傷風・ポリオ（4種混合）

平成 24年 11 月 1日より予防接種法に規定する定期の予防接種となる。

生後 3か月以上 90 か月未満の間に 3～8週間の間隔で 3回接種する。

追加は、第 1期初回 3回目終了後 1年～1年 6ヶ月の間隔で 1回接種する。

接種状況及び結果
〈1期初回〉

〈1期追加〉

年度
内訳

R1 R2 R3 R4 R5

対象者数

1回目 726 645 713 625 670
2 回目 726 645 713 625 670

3 回目 726 645 713 625 670

被接種者数

1回目 723 646 694 618 657

2 回目 713 655 700 599 670

3 回目 720 654 690 571 680

接種率（％）

1回目 99.6 100.2 97.3 98.9 98.1

2 回目 98.2 101.6 98.2 95.8 100.0

3 回目 99.2 101.4 96.8 91.4 101.5

年度

内訳
R1 R2 R3 R4 R5

対象者数 692 635 634 606 656

被接種者数 699 679 641 620 542

接種率（％） 101.0 106.9 101.1 102.3 82.6
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(ｶ) ジフテリア・百日せき・破傷風（3種混合）

予防接種法に規定する定期の予防接種で、生後 3か月以上 90か月未満の間に 3～8週間の

間隔で 3回接種する。(3 種混合)

追加接種として、第 1期初回 3回目終了後 1年～1年 6か月の間に第 1期追加を、小学校

6年生で第 2期(2 種混合)を接種する。

平成 26年 12 月、通常の市場でのワクチン販売終了。（必要な場合は厚生労働省より入手）

平成 28年 7月、国内に存在する全てのワクチンが有効期限切れとなる。（3種混合ワクチン

接種終了）

平成 30年 1月、ワクチン販売再開となる。

接種状況及び結果

〈1期初回〉・〈1期追加〉は平成 29年度より接種者はない。

〈2期〉
年度

内訳
R1 R2 R3 R4 R5

対象者数 661 640 689 675 673

2 種混合被接種者数 496 559 518 507 519

接種率(%) 75.0 87.3 75.2 75.1 77.1
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(ｷ) 不活化ポリオ

平成 24年 9月 1日より予防接種法に規定する定期の予防接種となる。

生後 3か月以上 90 か月未満の間に 3～8週間の間隔で 3回接種する。

追加接種として、第 1期初回 3回目終了後 6か月以上あけて第 1期追加を接種する。

接種状況及び結果

(ｸ)ＢＣＧ

生後 3か月以上 1歳未満の者に対しＢＣＧ接種する。

接種状況及び結果

年度
内訳

R1 R2 R3 R4 R5

対象者数

1回目 － － － － －
2回目 － － － － －

3回目 － － － － －

追加 － － － － －

被接種者数

1回目 0 1 0 0 0

2回目 0 1 0 0 0

3回目
1

(長期療養者 1名含む)
0 1 0 0

追加 2
2

(長期療養者 1名含む)
1 0 0

接種率（％）

1回目 － － － － －

2回目 － － － － －

3回目 － － － － －

追加 － － － － －

年度
内訳

R1 R2 R3 R4 R5

対象者数 726 666 702 617 641

ＢＣＧ接種者数 709 650 691 573 629

接種率(%) 97.7 97.6 98.4 92.9 98.1



77

(ｹ) ＭＲワクチン（麻しん風しん混合）

平成 18年 4月より予防接種法に規定する定期の予防接種となる。

1期は 1歳以上 2歳未満で 1回、2期は 5歳以上 7歳未満で小学校就学前の 1年間で 1回

接種する。

麻しん及び風しんの病気にり患した者は、それぞれのり患していない単抗原のワクチンを

接種することも可能。

接種状況及び結果
<1期>

<2 期>

(ｺ) 水痘ワクチン（水ぼうそう）

平成 26年 10 月より予防接種法に規定する定期の予防接種となる。

1歳以上 3歳未満で 6か月あけて 2回接種する。

平成 26年度のみ経過措置として 3歳以上 5歳未満の未接種者に 1回接種する。

接種状況及び結果

年度
内訳

R1 R2 R3 R4 R5

対象者数 701 647 635 673 569

接種者

ＭＲ 641 681 602 628 591

麻しん 0 0 0 0 0

風しん 0 0 0 0 0

接種率（％） 91.4 105.3 94.8 93.3 103.9

年度
内訳

R1 R2 R3 R4 R5

対象者数 633 627 683 612 670

接種者

ＭＲ
606

(長期療養者１名含む)
586 649 560

631
(長期療養者１名含む)

麻しん 0 0 0 0 0

風しん 0 0 0 0 0

接種率（％） 95.7 93.5 95.0 91.5 94.2

年度
内訳

R1 R2 R3 R4 R5

対象者
1回目 701 644 634 672 569

2 回目 701 644 634 672 569

接種者
1回目 644 696 610 630 592

2 回目 697 667 617 582 534

接種率
1回目 91.9 108.1 96.2 93.8 104.0

2 回目 99.4 103.6 97.3 86.6 93.8
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(ｻ) 日本脳炎

予防接種法に規定する定期の予防接種で、生後 36か月以上 13 歳未満のものに接種する。

１期初回接種(3 歳児に 1～4 週の間隔で 2回接種)と翌年実施する追加接種をもって 1期

とし、その後、小学校 4年生で 2期を接種する。

平成 17年 5月 30 日付の積極的勧奨の差し控えの緊急勧告により個別通知中止。

平成 22年度より定期接種開始となり個別通知開始。

平成 23年度より特例措置として平成 7年度生から平成 18年度生へ個別通知開始。

令和 3年度は日本脳炎ワクチン供給量の大幅減少により、1期初回 1・2回目の接種が優先

となり、2期対象者への個別通知は令和 4年度へ延期。

接種状況及び結果
〈1期初回〉

〈1期追加〉

〈2期〉

年度
内訳

R1 R2 R3 R4 R5

対象者数
1回目 698 686 664 636 596

2 回目 702 685 665 636 596

被接種者数
1回目 675 783 509 659 567

2 回目 701 791 512 624 574

接種率(％)
1 回目 96.7 114.1 76.7 103.6 95.1

2 回目 99.9 115.5 77.0 98.1 96.3

年度
内訳

R1 R2 R3 R4 R5

対象者数 752 679 744 647 631

被接種者数 610 621 224 839 609

接種率(%) 81.1 91.5 30.1 129.7 96.5

年度
内訳

R1 R2 R3 R4 R5

対象者数 1,501 1,150 765 695 628

被接種者数 991 1,008 170 891 714

接種率(%) 66.0 87.7 22.2 128.2 113.7
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(ｼ) 子宮頸がん

平成 25年度より予防接種法に規定する定期の予防接種となる。

中学 1年生から高校 1年生相当の女子に 3回接種する。

2価ワクチン（サーバリックス）を接種する場合、1月の間隔をおいて 2回行った後、1回

目の注射から 6月の間隔をおいて 1回行う。

4価ワクチン（ガータシル）を接種する場合、2月の間隔をおいて 2回行った後、1回目の

注射から 6月の間隔をおいて 1回行う。

平成 25 年 6 月 14 日付の緊急勧告により、令和 3年 11 月 26 日まで積極的勧奨の差し控え

を実施。

令和 4年 4 月 1 日よりキャッチアップ接種実施。（対象：平成 9年 4 月 2 日生まれ～平成

19 年 4 月 1 日生まれの女性）

令和 5年 4月～9価ワクチン（シルガード）が接種可能となる。

9価ワクチン（シルガード９）を接種する場合

・第１回目の接種時に 15 歳未満の場合：6月の間隔をおいて 2回行う。

・第１回目の接種時に 15歳以上の場合：2月の間隔をおいて 2回行った後、1回目の注

射から 6月の間隔をおいて 1回行う。

接種状況及び結果

〈定期〉

〈キャッチアップ〉

年度
内訳

R1 R2 R3 R4 R5

対象者数

1回目 307 304 292 305 338

2 回目 307 304 292 305 338

3 回目 307 304 292 305 338

被接種者数

1回目 1 6 26 85 112

2 回目 2 6 21 78 78

3 回目 1 4 17 55 49

接種率(%)

1 回目 0.3 2.0 8.9 27.9 33.1

2 回目 0.7 2.0 7.2 25.6 23.1

3 回目 0.3 1.3 5.8 18.0 14.5

年度
内訳

R4 R5

対象者数

1回目 2,647 3,007

2 回目 2,647 3,007

3 回目 2,647 3,007

被接種者数

1回目 210 148

2 回目 180 130

3 回目 121 128

接種率(%)

1 回目 7.9 4.9

2 回目 6.8 4.3

3 回目 4.6 4.3
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(ｽ) インフルエンザ

予防接種法（B類疾病）に規定する、個人予防目的に比重を置いた予防接種で、65歳以上

又は 60歳以上 65歳未満で心臓・腎臓・呼吸器・免疫機能に障害を有する者に接種する。

接種状況及び結果

(ｾ) 高齢者用肺炎球菌ワクチン

平成 26年度より予防接種法（B類疾病）に規定する個人予防目的に比重を置いた予防接種と

なる。

対象者は、①65 歳の者（経過措置終了後の令和元年度より実施）②60歳以上 65 歳未満で

あって、心臓・腎臓・呼吸器・免疫機能に障害を有する者に接種する。

〔経過措置〕

平成 26 年度から平成 30 年度までの 5年間の経過措置後、引き続き令和元年度から令和 5

年度までの間、当該年度に 65 歳、70 歳、75 歳、80 歳、85 歳、90 歳、95 歳、100 歳となる

者を対象とする。（令和元年度は 101 歳以上の者を含む）

接種状況及び結果

(ｿ) 風しん追加的対策

令和元年度より令和 7年 3月 31 日までの間に限り、風しん抗体検査及び予防接種法の規定

に基づく風しんの定期予防接種（風しん第５期）を、昭和 37 年 4 月 2 日から昭和 54 年 4 月

1日の間に生まれた男性に実施する。

風しん第 5期の定期予防接種の対象者は、風しん抗体検査の結果、十分な量の抗体がない

ことが判明した者とする。

抗体検査実施状況及び結果

接種状況及び結果

年度
内訳 R1 R2 R3 R4 R5

60歳以上65歳未満被接種者 7 8 8 6 4

65 歳以上

対象者数 14,529 14,650 14,865 14,883 14,924

被接種者数 8,680 10,297 9,312 9,775 9,143

接種率（％） 59.7 70.3 62.6 65.7 61.3

年度
内訳 R1 R2 R3 R4 R5

対象者数 1,876 1,888 1,923 2,079 2,183
被接種者数 448 500 492 462 623
接種率(％) 23.8 26.5 25.6 22.2 28.5

年度
内訳 R1 R2 R3 R4 R5

対象者数 4,311 5,594 7,760 7,380 6,824
実施者数 743 1,402 510 497 257
実施率(％) 17.2 25.1 6.6 6.7 3.8

年度
内訳 R1 R2 R3 R4 R5

対象者数 184 329 218 234 58
被接種者数 137 282 113 105 56
接種率(％) 74.5 85.7 51.8 44.9 96.6
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3．臨時接種

(1) 新型コロナウイルスワクチン

新型コロナウイルス感染症による死亡者や重症者の発生をできるだけ減らし、結果として新型コ

ロナウイルス感染症のまん延防止を図ることを目的として、「予防接種法及び検疫法の一部を改正

する法律（令和 2年 12 月 9 日施行）」に基づき、令和 3年度から実施

対 象 者： 初回接種（1,2 回）5 歳以上の市民 （1,2,3 回）生後 6か月以上 5歳未満の市民

追加接種（令和４年秋開始接種） 令和 5年 5月 7日まで 12 歳以上の市民

令和 5年 9月 19 日まで 5～11 歳の市民

（令和５年春開始接種） 高齢者（65 歳以上）・基礎疾患を有する人（5～64 歳）・医

療従事者のいずれかに該当する市民

（令和５年秋開始接種） 生後６か月以上の市民

周 知 方 法： 広報、ホームページに掲載 対象者に接種券を発送

接種券配布方法

初回接種 対象者に接種券を発送。5歳～11 歳は令和 5年 8月まで毎月発送。生

後６か月以上４歳以下は令和 4年 11 月から令和 5年 8 月まで毎月発送。その後

は申請に基づき接種券を発送。

追加接種 令和 5年春開始接種対象者に接種券を 4月末より随時、令和 5年秋開

始接種対象者に 8月末より申請に基づき接種券を発送。

接 種 場 所： 市内医療機関

予 約 方 法： 専用コールセンター・インターネット・対面（予約支援窓口）

接種状況及び結果

※令和 5年度の接種率は令和 4年度からの累計より算出

年度
内訳

R4 R5

対象者数

1回目 72,322(6 か月未満含む) 72,087(6 か月未満含む)
2 回目 72,322(6 か月未満含む) 72,087(6 か月未満含む)
3 回目 72,322(6 か月未満含む) 72,087(6 か月未満含む)
4 回目 69,723(5 歳以上の人) 72,087(6 か月未満含む)
5 回目 61,010(18 歳以上の人) 68,840(5 歳以上の人)
6 回目 60,185(18 歳以上の人)
7 回目 60,185(18 歳以上の人)

被接種者数

1回目 1,111 30
2 回目 1,680 43
3 回目 21,460 128
4 回目 27,919 324
5 回目 11,428 1,482
6 回目 7,969
7 回目 5,504

接種率(％)

1 回目 80.4 80.7
2 回目 79.6 79.9
3 回目 64.5 64.9
4 回目 40.0 39.2
5 回目 18.7 18.8
6 回目 13.2
7 回目 9.1



82

4．任意接種

(1) 風しんワクチン予防接種助成事業

目 的： 免疫のない女性が妊娠初期に罹患すると風しんウイルスが胎児に感染して出生

児に先天性風疹症候群と総称される障がいを引き起こすことがあるためその予

防として平成 25年 6月より開始。妊娠を希望する女性及びそのパートナーなど

の同居者で、風しん抗体価の低い者を対象に実施

接種状況及び結果

年度
内訳

R1 R2 R3 R4 R5

被接種者数
(人)

ＭＲ 83 65 59 66 65

風しん 12 11 12 14 6
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5．助成事業

(1) 特別の理由による任意予防接種費用助成事業

骨髄移植手術その他の治療により既に受けた定期予防接種の効果が期待できなくなる場

合があり、再度同種の予防接種を受けるにあたって生じる対象者の経済的負担を軽減する

とともに、予防接種を行うことで疾病の発生及び蔓延の予防を図ることを目的に令和元年

度より開始

内容： 骨髄移植その他の治療により、接種済みの定期予防接種の効果が期待できなくな

った者を対象に、再接種のための費用を助成する。

接種状況及び結果

(2) 骨髄提供者等支援事業

骨髄移植を推進するため骨髄提供者及び骨髄提供者が勤務する事業所に対して、負担の

軽減を図ることを目的として令和元年度より開始

内容： ①補助金の交付

骨髄等の提供のための通院、入院等に対する補助、骨髄提供者等が勤務する

事業者に対する補助

②広報啓発活動

実績： ① 0件

② 広報・ホームページ掲載

年度
内訳

R3 R4 R5

被接種者数 0 2 1

接種件数 0 6 4
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Ⅴ．事業の歩み
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保健事業 予防接種事業

和
暦

保健
セン
ター
名称

知立市あゆみ 国内情勢 国
健康増進課
全体

母子 成人 予防接種について知立市あゆみ 予防接種法令等

明
治
22
年

町村制施行に
より、現市域
に知立町・牛
橋村・上重原
村・長崎村の
4町村が発足

39
年

町村合併で知
立町が発足

大
正
4
年

刈谷・知立間
に三河鉄道開
通

12
年

有松・知立間
に愛知電気鉄
道開通

14
年

豪雨により逢
妻川堤防決壊

昭
和
6
年

らい予防法制定

12
年

（旧）保健所法制
定

13
年

知立尋常小学
校は花山へ、
同高等小学校
は東広見へ開
校

16
年

保健婦規則

21
年

日本国憲法発布

22
年

新学制により
知立中学校開
校

保健所法全面改
正
労働基準法制定
児童福祉法制定
保健婦助産婦看
護婦令

23
年

保健婦助産婦看
護婦法制定

各種予防接種業務開始 予防接種法公布

24
年

身体障害者福祉
法制定

26
年

知立町役場庁
舎改築

保健婦助産婦看
護婦法一部改正

ツベルクリン・ＢＣＧ開始 予防接種法の第 1次改正
結核予防法公布
予防接種法の第 2次改正
市町村長以外の一般医師について自
発的に受けた予防接種も証明書提出
し、予防接種の普及に努める。

27
年

知立町教育委
員会設置

保健婦助産婦国
家試験開始

28
年

刈谷高校知立
分校を上重原
町丁凪地内に
建設

保健所法一部改
正
らい予防法制定

予防接種法の第 3次改正
予防接種を受けるべき者が他人に疾
病を感染させるおそれがあるとき、市
町村長は、その者が予防接種を行う
場所に立ち入ることを禁止することが
できる。

29
年

結核対策強化要綱公布
予防接種法の第 4次改正予防接種法
により行った予防接種に関する市町
村長の記録の作成保存義務規定を削
る。

30
年

結核住民検診開始 結核予防法一部改正

31
年
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和
暦

保健
セン
ター
名称

知立市あゆみ 国内情勢 国
健康増進課
全体

母子 成人 予防接種について知立市あゆみ 予防接種法令等

32
年

町章（現市章）
制定

33
年

刈谷高校知立
分校が移転独
立
知立高校開校

国民健康
保険が成
立

予防接種法の第 5次改正
しょう紅熱の予防接種については、そ
の関連規定を削る。ジフテリアの定期
の予防接種第1期の期間を繰り上げ、
従来の第 2 期との間に新たに 1 期設
ける。

34
年

知立駅現在地
に移転
伊勢湾台風襲
来

35
年

国民皆保
険

急性灰白髄炎予防接種緊急措置実
施

36
年

３歳児健康診査
制度化

ポリオ生ワクチン投与開始 予防接種法の第 6次改正①急性灰白
髄炎が定期に加わる②予防接種実費
徴収の強制をとる③予防接種の国、
県の負担規定を当分の間適用しない
④急性灰白髄炎経過措置(6か月～36
か月)

37
年

急性灰白髄炎の患者数激減 インフルエンザ予防接種集団接種開
始
勧奨接種

38
年

老人福祉法制定

39
年

上水道供給開
始
国道 1号知立
バイパス開通

予防接種法の第７次改正
急性灰白髄炎の不活化ワクチンが、
経口生ワクチンに、定期を 3～18 か月
に改められる。
予防接種法の第８次改正
地方自治法の改正に関連して特別区
に関する所用の改正

40
年

母子保健セン
ター開設逢妻
衛生処理組合
し尿処理場完
成

母子保健法制定
精神衛生法改正

母子健康手帳
交付開始

41
年

42
年

日本住宅公団
知立団地入居
開始

公害対策基本法
制定

ＢＣＧ管針法に切替
三種混合定期接種開始

43
年

44
年

妊産婦健康診
査制度化

45
年

西三河七町
（現二市五町）
で交通災害共
済組合発足
市制施行

ハイジェッタ－(自動噴射式注射器)
使用開始接種量 0.5ml の予防接種
に使用

予防接種法の第 9次改正
腸チフス及びパラチフスの予防接種を
定期の予防接種の対象から除外する

46
年

知立市消防本
部・消防署発
足

日本脳炎予防接種対象者の変更
小学 2年、中学 1年

47
年

八橋配水場完
成

難病対策要綱
労働安全衛生法
制定

知立市第一号
保健師採用

48
年

知立市総合計
画策定
市の木「けや
き」、市の花
「かきつばた」
制定

公害健康被害の
補償等に関する
法律制定

福祉高齢部門
への保健師配
置

乳幼児健康診
査制度化

予防接種実施規則一部変更
三種混合、日本脳炎

49
年

知立西小学校
開校 国道
155 号バイパ
ス完成

結核予防法一部改正
定期の健康診断が毎年から 7 歳、14
歳、に達する年度及び 16 歳に達する
年度以降の毎年度に

種痘予防接種第 1期 2 歳以上中止



87

和
暦

保健
セン
ター
名称

知立市あゆみ 国内情勢 国
健康増進課
全体

母子 成人 予防接種について知立市あゆみ 予防接種法令等

５0
年

知立市予防接種事故対策協議会
設置

三種混合予防接種が一時中止
新二種混合に変わる

種痘予防接種中止

51
年

八ツ田小学校
開校

予防接種法の第 10次改正
予防接種の実施に関する制度的改善
及び予防接種による健康被害に対す
る法的救済制度の創設

52
年

竜北中学校開
校

１歳６ヶ月健康
診査制度化
フッ素塗布開始
育児相談開始

風しん定期予防接種開始
中学 2年女子

風しん予防接種変更
定期予防接種となる

インフルエンザ予防接種の法的救済
制度の実施(9 月)

53
年

「知立市民の
誓い」制定
市庁舎新築移
転、中央公民
館開館

市町村における
保健活動につい
て（課長通知：H10
廃止）
第一次国民健康
づくり対策

麻しん定期予防接種開始(10 月)
原則として個別接種

54
年

知立南小学校
開校
猿渡公民館開
館
消防庁舎新築
移転
知立文化広場
完成

子宮がん検診
医療機関で実
施がはじまる

麻しん予防接種開始(1 月 4日～)
個別接種9医療機関にて実施刈谷
市民に対しても協力
三種混合予防接種再開(7月～月1
回)
三種混合ワクチン減量(0.5ml→
0.3ml)
接種年齢の引き上げ(3 か月～48
か月→24 か月～48か月)

三種混合予防接種減量接種にて再開

55
年

第 2 次知立市
総合計画策定

歯のコンクール
（母子）始まる

知立市予防接種事故対策協議会
設置要綱制定

痘そう撲滅宣言(8 月)
WHO により廃止

ポリオ投与量の変更
1ml→0.05ml
スプ－ンからピペット投与に変更

56
年

衣浦東部広域
行政圏協議会
設立

乳がん自己触
診法指導開始

新三種混合ワクチンにて実施(10
月～)

三種混合予防接種「新ワクチン」にて
実施予防接種に関する覚書
県下全市町村長は、園・学校等へ通っ
ている者に対して依頼書の授受は省
略して予防接種ができる。（愛知県市
長会より）

57
年

福祉体育館開
館
知立南中学校
開校

老人保健法制定

結核予防法一部改正
ＢＣＧ中学 2年を中学 1年の接種に変
更

58
年

国道 23 号知
立バイパス開
通

予防接種もれ者に対する委託契約
開始医療法人豊田会 刈谷総合
病院(麻しん・風しん・三種混合・二
種混合)ハイジェッタ－の使用除外
幼稚園・保育園

59
年

知立
市保
健セ
ンタ
ー衛
生課

第 3次知立市
総合計画策定
保健センター
開館

保健所法一部改
正

知立市保健セ
ンター４月開所

母子保健に関
する各種相談・
教育事業が県よ
り移譲

成人保健事
業・健康相談
の実施
肺がん検診・
一般健康診査
の開始
巡回健康相談
を各町で開始

ハイジェッタ－使用制限(9 月～)
中学生以上(0.5ml 以上)に実施

自動噴射式注射器の使用制限
使用は、原則として中学生以上(インフ
ルエンザ、日本脳炎)に限る。(県衛生
部長より)

60
年

市営駅前駐車
場建設

医療計画
制度の創
設

課名・係名変更
衛生課から保健予防課
予防係、保健指導係
予防接種もれ者に対する委託契約
追加
愛知県厚生農業協同組合連合会
更生病院、藤田保健衛生大学病
院

61
年

八橋史跡保存
館開館
知立東高校開
校
クリーンセンタ
ー完成

B型肝炎母子感染防止事業による接
種開始

62
年

ウォーターパ
レス KC開館
図書館・歴史
民俗資料館開
館

精神衛生法改正
（精神保健法）

乳がん検診開
始
機能訓練開始

自動噴射式注射器の使用全面的中
止(8 月)

麻しん予防接種MMRワクチンで実施

63
年

保健婦助産婦看
護婦国家試験年
１回化
第二次国民健康
づくり対策（アクテ
ィブ８０ヘルスプラ
ン）

１歳児歯磨き指
導開始
親子教室開始

MMR ワクチン接種
個別接種 7医療機関で実施
5月、6 月、10 月、11 月実施

日本脳炎予防接種ワクチン接種量の
変更
1ml→0.5ml

平
成
元
年

知立
市保
健セ
ンタ
ー健
康予
防課

「地域保健将来構
想検討会」報告書
エイズに関する法
律制定

児童課に保健
師配置

MMR予防接種中止
副反応発生のため中止。
11 月から麻しん単味で実施
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２
年

知立の山車文
楽・からくりが
国の重要無形
民俗文化財に
指定
新地公園完成

「地域保健活動の
充実強化につい
て」（厚生省健康
政策局長通知：１
８廃止）
ゴールドプラン
（高齢者保健福祉
推進１０ヵ年戦
略）
福祉八法の改正

麻しん予防接種実施
個別接種 8医療機関で実施

麻しん単味で接種実施
MMR ワクチンによる副反応発生のた
め

３
年

「地域保健活動の
充実強化につい
て」一部改正母子
保健法改正老人
保健法改正

４
年

国民健康保険法
改正
老人保健法第３
次保健計画

大腸がん検診
開始

５
年

第 4 次知立市
総合計画策定
知立市福祉の
里八ツ田開館

保健婦助産婦看
護婦法第５９条
（保健士への準用
制定）
「地域保健活動の
充実強化につい
て」一部改正
障害者基本法改
正

三種混合の接種開始変更
年齢 2歳→1 歳 6 か月

二種混合ワクチン変更(9 月)
液状→沈降

保健センタ－デ－タバンク構築計
画開始

MMR ワクチン接種全面中止

小・中学校の結核定期健康診断にお
ける間接エックス線撮影廃止(4 月)
「結核定期外健康診断ガイドライン」に
よる。

６
年

長野県伊那市
と友好都市締
結

地域保健法公布
（H9 年全面施行）
母子保健法改正
エンゼルプラン
「地域保健対策の
推進に関する基
本的指針」告示

すこやか健診
（４０才、５０
才）開始

インフルエンザ予防接種中止(10
月)

予防接種法一部改正(10 月)
義務接種→勧奨接種、
問診票→予診票、
集団接種→個別接種の推奨、
定期予防接種(7 種類)
ジフテリア・百日せき
急性灰白髄炎・麻しん・風しん
日本脳炎・破傷風(追加)
削除
インフルエンザ
コレラ・ワイル病・痘そう
インフルエンザ予防接種中止(10 月)

結核予防法一部改正(10 月)
義務接種→勧奨接種、
ツベルクリン判定基準改正
陰性(－)4 ㎜以下→9㎜以下
疑陽性(±)5 ㎜～9㎜→なし
陽性(＋)10 ㎜以上→同左
平成 7年 4 月 1 日より実施

７
年

知立市伊那市
災害時相互応
援に関する協
定締結
野外センター
完成

精神保健法改正
（精神保健福祉
法）
新ゴールドプラン
（新高齢者保健福
祉推進１０か年戦
略）
障害者プラン（ノ
ーマライゼーショ
ン７ヵ年戦略）
「地域保健活動の
充実強化につい
て」一部改正

女性健診開始

小学 6年追加接種変更(1 月)
ジフテリア→二種混合

三種混合の接種開始年齢変更(4
月)
1 歳 6 か月→1歳

ポリオ・三種混合・麻しん・日本脳
炎の接種年齢変更(4 月～)
90 か月に至るまでとする

風しん予防接種実施(4 月)
(集団) 小学1年と90か月までの2
年

ＢＣＧ管針ディスポに切替(9 月)
風しん個別予防接種開始 12 か月
～36 か月児に
12 月～2月実施

日本脳炎の対象学年変更
小学 2年生→小学 4年生、
中学 1年生→中学 3年生

８
年

「地域保健活動の
充実強化につい
て」一部改正
らい予防法廃止
（らいの呼名がハ
ンセン病へ）

予防接種システム過去デ－タ入力
開始（１月～）
個別通知開始(4 月)
麻しん・風しん(幼児)・三種混合(初
回)・ツベルクリン・ＢＣＧ・ポリオ
各標準的な接種年齢時に通知
個別予防接種通年実施(5 月～)
三種混合・麻しん・風しん(12 か月
～就学前まで)
個別接種 13医療機関で実施

９
年

地域保健法全面
施行
介護保険法制定
（H12 年施行）
「健康危機管理基
本指針」

福祉健康まつ
り実施

母子保健事業
県から市へ移譲
（４ヶ月児健康
診査、３歳児健
康診査事業）

母子保健計画
策定

成人歯科健診
４０才、５０才、
６０才を対象
に開始

ポリオ予診票兼接種券電算システ
ムより打ち出し開始(3 月)

日本脳炎1期、2期、3期個別通知
開始(4 月）
個別接種 14医療機関で実施
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１０
年

知立市ホー
ムページ開設

「地域における保
健婦および保健
士の保健活動に
ついて」（局長通
知：H15 年廃止）
「地域における保
健婦および保健
士の保健活動指
針について」（H15
年廃止）

育児学級（すく
すくセミナー）開
始

二種混合(幼児)個別予防接種開
始(4 月)
小学 1 年風しん予防接種変更(4
月)
集団→個別個別接種 16 医療機関
で実施

１１
年

健康日本２１策定
「地域保健活動の
充実強化につい
て」一部改正
地域保健問題検
討会報告書
伝染病予防法廃
止（感染症の予防
及び感染症の患
者の医療に関す
る法律）
新エンゼルプラン
（具体的な少子化
対策）

乳がん検診
対象年齢３０
歳以上・子宮
がん検診 3０
歳以上

学校結核予防電算システム、デー
タ入力開始(1 月)

三種混合の接種開始年齢変更(4
月)
1 歳→10 か月
個別接種 17医療機関で実施
日本脳炎個別予防接種実施期間
変更
通年から 12 月、1月、2 月を除く月
とする
学校結核予防、電算システムより
精密検査受診判定資料打ち出し
開始(6 月)

伝染病予防法・性病予防法・後天性
免疫不全症候群予防に関する法律の
廃止(3 月)

感染症の予防及び感染症の患者に対
する医療に関する法律施行(4 月)

１２
年

保健
セン
ター
増築

オーストラリア
ウインダム市
と姉妹都市締
結 知立市
役所リリオ出
張所開所
知立市文化会
館（パティオ池
鯉鮒）開館

介護保険法施行
ゴールドプラン２１
（今後５ヵ年の高
齢者保健福祉施
策の方向）
児童虐待防止等
に関する法律制
定
すこやか親子２１
策定
精神保健福祉法
一部改正
「地域保健対策の
推進に関する基
本的指針」改正
「地域保健活動の
充実強化につい
て」一部改正
地方分権一括法
施行
第 3次国民健康
づくり対策。21 世
紀における国民
健康づくり運動
「健康日本 21」

介護保険部門
へ保健師配置

新米パパ体験
教室開始
新生児訪問開
始

すこやか検診
対象者に６０
才を追加

三種混合の接種開始年齢変更(4
月)
10 か月→8か月

ポリオ中止(6 月)
他県で死亡例発生のため

ポリオ再開(10 月)
6 月分 2 日追加

ポリオ追加(11 月)
6 月分

１３
年

生涯学習都市
宣言

予防接種
法一部改
正
保助看法
一部改正

厚生労働省設置
「地域保健活動の
充実強化につい
て」一部改正
ＤＶ防止法

三種混合の接種開始年齢変更(4
月)
8 か月→6か月

インフルエンザ個別予防接種開始
(11 月 7日)
個別接種 19医療機関で実施。
一部負担金 1,000 円(10 月 1 日～
11 月 6 日実施者、市補助金で対
応)

風しん経過措置予防接種を個別接
種で対応

予防接種法一部改正(11 月)
インフルエンザが二類疾病となり65歳
以上(一部 60歳以上)予防接種開始。
勧奨接種(努力義務)

風しん経過措置
昭和 54 年 4 月 2 日～昭和 62 年 10
月 1 日までの出生者、平成 15 年 9月
30 日まで実施

１４
年

医療等以
外保健事
業の実施
の基準一
部改正健
康増進法
制定

保健師助産師看
護師法一部改正
（名称変更）保健
専門技術職員の
効果的活用の普
及に関する検討
会報告書健康増
進法制定ホーム
レスの自立支援
等に関する特別
措置法「地域保健
における児童虐
待防止対策の取
り組み推進につ
いて」
健康増進法制定

心の健康相談
県より移譲

乳がん健診
（x-p 撮影とな
る）

結核予防施行令及び結核予防法施
行規則の一部改正(11 月)小学生及び
中学生に対する定期健康診断、予防
接種(ＢＣＧ)の廃止平成 15 年 4 月 1
日施行

１５
年

第 5 次知立市
総合計画策定
衣浦東部広域
連合（消防局）
発足

地域保健従業者
の資質向上に関
する報告書
「地域保健対策の
推進に関する基
本的な指針」改正
「地域保健におけ
る保健活動指針」
ホームレスの自
立の支援に関す
る基本指針
障害者支援費制
度
次世代育成支援
対策推進法
少子化社会対策
基本法制定
健康増進法の施
行（5 月）

健康知立とも
だち 21 計画作
成(15 年 6
月)10 年計画

８０２０表彰開
始

小､中学生のツベルクリン反応検
査及びＢＣＧ廃止（4 月）

風しん経過措置予防接種終了（9
月 30 日）
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１６
年

衣浦豊田道路
開通

児童虐待の防止
策等に関する法
律改正
少子化社会対策
大綱
「神経芽細胞検査
の実施について」
廃止
発達障害者支援
法制定（１７年施
行）
子ども・子育て応
援プラン策定
公害健康被害の
補償等に関する
法律の一部改正

親子ＯＢ教室開
始

前立腺がん検
診（５０才以上
男性）開始
子宮頸がん検
診対象者２０
歳以上

予防接種法一部改正（1 月）
①  麻しんの標準接種年齢の変更生
後 12 月～24月→生後 12月～15 月
②  中学生の個別接種で、保護者が
同伴しない場合条件付きで認める
③  接種歴の確認を 1歳 6か月、3歳
児健診に加えて就学時健康診断で行
う
④  予診票の保存期間を 5 年間と設
定

結核予防法一部改正（6 月）
ツベルクリン反応検査廃止直接ＢＣＧ
接種、接種年齢生後6月に達するまで
平成 17 年 4 月 1 日施行

１７
年

知立市まちづ
くり基本条例
制定

結核予防法の一
部改正
「認知症を知り地
域を作る１０ヵ年
構想」スタート
食育基本法制定
乳幼児栄養調査
の実施
障害者自立支援
法制定（１８年施
行） 介
護保険法改正（１
８年施行）
高齢者虐待の防
止、高齢者養護
者に対するし円筒
に関する法律制
定（１８年施行）

知立市健康づく
り
知立市次世代
育成支援行動
計画策定
パパママクラス
開始
育児学級（すく
すくセミナー）を
廃止
にこにこ教室
（3，4 ヶ月児健
診事後フォロー
教室開始

健康ボランテ
ィア育成講座
開始

知立市健康づ
くり食生活改
善協議会発足

ＢＣＧ直接接種開始（4 月）
接種年齢：3 か月～6か月未満
ツベルクリンの廃止
ＢＣＧの任意接種公費負担開始（5
月）
対象年齢：6 か月以上 1 歳未満で
医学的理由で接種できなかった者
日本脳炎個別通知中止(6 月)

二種混合 1 期の任意接種公費負
担開始（7月 29 日）
二種混合2期（小学6年生）の集団
接種で保護者同伴（11 月）

日本脳炎ワクチン接種の積極的勧奨
の差し控えについて緊急勧告（5 月
30）
予防接種法一部改正（7月）
①  麻しん風しん予防接種の変更混
合ワクチン（ＭＲワクチン）のみ使用 1
期 1歳～2歳未満2期 5歳～7歳未
満で小学校就学前年度の者平成 18
年 4 月 1 日施行
②  日本脳炎 3 期廃止（7 月 29 日施
行）
③  三種混合の 1期に関わる予防接
種は三種混合ワクチンのみの使用（7
月 29 日施行）

１８
年

知立市ボラン
ティア・市民活
動センター開
設

自殺対策基本法
制定
がん対策基本法
制定（１９年施行）
医療制度改革（高
齢者の医療確保
に関する法律制
定（２０年施行）

脳ドック検診
開始
女性健診廃止
３０代健診開
始
健康ボランテ
ィア活動開始
成人歯科健診
対象者に７０
歳を追加

MRワクチン接種開始（4月）
1 期 1 歳～2歳未満 のみ
麻しん、風しん、MR ワクチンの経
過措置（任意接種・公費負担）を開
始
対象者：定期接種の年齢に該当し
ない未接種者
麻しん・風しん 2 歳～7歳未満
MR2歳～年中児まで
三種混合の接種開始年齢変更
6か月→5か月
3・4 か月児健診時にＢＣＧ接種開
始

MRワクチン 2 期接種開始（7 月）
二種混合2期個別接種開始（8月）
市内 13医療機関

予防接種法一部改正（6 月 2 日）
①  麻しん及び風しんの単抗原ワクチ
ンも使用可能
②  MR2 期（過去の接種歴に関係な
く）全員対象に予防接種法一部改正
（6月 2日）
①  麻しん及び風しんの単抗原ワクチ
ンも使用可能
②  MR2 期（過去の接種歴に関係な
く）全員対象に

１９
年

知立
市保
健セ
ンタ
ー健
康増
進課

保健師助産師看
護師法一部改正
結核予防法の廃
止、感染症の予
防及び感染症の
患者に対する医
療に関する法律）
予防接種法改正
高齢者の医療の
確保に関する法
律施行
がん対策基本法
施行
自殺総合対策大
綱

健康知立とも
だち 21 計画
中間評価版作
成(平成20年3
月)
駐車場舗装工
事

一般不妊治療
費助成事業開
始
妊婦健診の充
実（2 回から 10回
へ）

妊産婦乳児健
診県外受診者・
助産所受診者
の償還払い開
始
妊産婦歯科健
診
集団から個別へ

さくらんぼ教室
開始

第１期食生
活改善推進員
養成

麻しん・風しん・MR ワクチン経過措
置終了（3月 31 日)

三種混合の接種開始年齢変更（4
月）
5 か月→3か月
三種混合、日本脳炎の接種間隔
が規定間隔を超えた場合の任意
接種公費負担制度開始(5 月)

三種混合、日本脳炎の接種間隔につ
いて規定の間隔を超えた場合は、任
意接種となる通達あり(5 月 2日)

２０
年

人口７万人達
成

高齢者
の医療の
確保に関
する法律
施行（老
人保健法
廃止）感
染症法改
正

特定健診・特定保
健指導開始長寿
医療制度（後期高
齢者医療制度）開
始

マスコットキャ
ラクター「かっ
きーちゃん」誕
生
知立市第１号
管理栄養士採
用

こんにちは赤ち
ゃん訪問開始
（第１子）

思春期教室（南
小学校でいのちの

教育）

育児支援家庭
訪問開始
妊婦健診の充
実（１０回から１４回
へＨ２１．２月から）

病態別健康教
育（脱たばこ）
健康推進員活
動（養成講座）開
始

特定健診（メタ
ボ健診）特定保
健指導開始
がん検診受付
委託

二種混合 1 期の任意接種公費負
担中止し定期に含む（4 月)MR ワク
チン 3期、4 期接種開始（4月）

定期（一類疾病）の予防接種実施要
領の改正（3 月 21 日）二種混合ワクチ
ンも三種混合の定期接種として用いる
ことができる MR ワクチン 3 期、4 期
定期接種追加（4月）

２１
年

知立市学校給
食センター新
築移転
クリーンセンタ
ーごみ焼却施
設更新

保健師助産師看
護師法一部改正
肝炎対策基本法

保健所保健師
交流事業実施

法律の一部改
正により、育児
支援訪問から養
育支援訪問へ
事業名変更

こんにちは赤ち
ゃん訪問(全戸
開始）

にこにこ教室終
了

母子手帳発行を
保健センターで
統一

自殺対策事業

女性特有のが
ん検診事業開
始

健康推進員活
動第１期開始

商工会での啓
発活動開始

「乾燥細胞培養日本脳炎ワクチン」
を日本脳炎の予防接種として初回
のみ実施開始（6 月 8 日）

新型インフルエンザワクチン接種
負担免除事業開始（12 月 18 日）

予防接種実施規則の一部を改正する
省令の施行について（6 月 2 日）
「乾燥細胞培養日本脳炎ワクチン」を
定期の予防接種に用いるワクチンに
追加する
日本脳炎に係る定期の予防接種者数
の報告
医療機関→市町村→都道府県

新型インフルエンザ（A/H1N1）ワクチ
ンの接種に関する事業実施要綱（10
月 13 日）により助成費臨時補助金交
付実施
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知立市あゆみ 国内情勢 国
健康増進課
全体
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２２
年

いきがいセン
ター開所
知立市平和都
市宣言
定住自立圏

平成23年
3月 11 日
東日本大
震災

すこやか親子２１
第２回中間報告
乳幼児時身体発
育調査の実施

あいち通訳シ
ステム補助事
業参画

知立市食育計
画開始

成人歯科健診
５５歳を追加

すこやか健診
４０・４５・５０・
５５・６０才に
対象を拡大

お達者クラブ
自主化になる

福祉体育館の
健康相談廃止

保健推進員の
活動終了

健康推進員第
２期養成

第２期食生活
改善推進員養
成

日本脳炎初回定期接種開始（平成
22 年度の 3 歳児）（4 月 1 日）新型
インフルエンザ（A/H1N1）ワクチン
接種事業開始（10 月 1 日）
市内 22 医療機関（高齢者に準ず
る）

「新型インフルエンザ（A/H1N1）ワクチ
ンの接種に関する事業実施要綱」の
一部改正（1月）
日本脳炎の定期予防接種（平成 22年
度において 3 歳に対する初回接種）に
対して積極的な勧奨を行う（4 月 1 日）
新型インフルエンザ（A/H1N1）ワクチ
ンの接種事業開始（10 月 1 日）

子宮頸がん等ワクチン接種緊急促進
事業の実施により、緊急促進臨時特
例交付実施
（11 月 26 日）
① 子宮頸がん予防ワクチン（中学 1
年～高校 1年）
② ヒブワクチン（0～4 歳の乳幼児）
③ 小児用肺炎球菌ワクチン（0～4
歳の乳幼児）

２３
年

介護保険法施行
改正（２４年施行）
障害者虐待防
止、障害者の養
護者に対する支
援等に関する法
律制定（２４年施
行）

歯科口腔保健衛
生の推進に関す
る法律

国保増税額
施設内禁煙実
施
(平成 23 年 1
月から）

防災調整会議
開始

歩道工事

妊婦健康診査
HTLV-1 抗体検
査・性器クラミジ
ア感染症検査を
追加

働く世代への
大腸がん検診
推進事業実施

成人歯科健診
４５歳を追加

すこやか健診
４０・４２.・４４

・４６・４８・・５０・５

５・６０才に対象

を変更

健康推進員活
動第２期開始

個別任意予防接種委託実施
（子宮頸がん予防ワクチン・ヒブワ
クチン・小児用肺炎球菌ワクチン）
（1 月 4 日）
市内 15 医療機関・子宮頸がんの
み 3医療機関

日本脳炎ワクチン定期接種 平成
22年度1期初回・2回終了者、4歳
～7 歳 6 か月未満、9 歳～13 歳未
満に個別通知

MRワクチン 4期 高校 2年生相当
の年齢の者.接種開始（7 月 1 日）

日本脳炎ワクチン定期接種の特例
対象者接種開始（7 月 1 日）

日本脳炎ワクチン定期接種 小学
校3年生1期未接種者に個別通知
開始（7月下旬）

新型インフルエンザ（A/H1N1）に係る
季節性インフルエンザ対策への移行
（3月 31 日）

予防接種法施行令の一部を改正する
政令 及び予防接種実施規則の一部
を改正する症例の施行（5月 20 日）
① 麻しん風しん定期の対象者に高
校 2年
生相当の年齢の者が追加

② 日本脳炎定期接種の特例対象者
追加
平成7年 6月 1日から平成 19年 4月
1日生（4 歳以上 20 歳未満の者）
③ 東日本大震災の特例

２４
年

新型イン
フルエン
ザ特別措
置法

第 4次国民健康
づくり対策
健康日本２１（第
２次）策定
地域保健対策の
推進に関する基
本的な指針の改
正

がん対策推進基
本計画（6 月）

刈谷豊田総合
病院との医療
連携ネットワー
ク構築(22 医療
機関)

妊婦健康診査
の検査項目
GBS 検査を第 8
回目から 10 回
目に変更

肺がん検診
（７、９、１０月）
を個別医療機
関で実施。（40
～64 歳以下）

４０、４５、５
０、５５、６０、
６５歳につい
て肝炎無料ク
ーポン券実施

骨粗鬆症検診
対象者を 20
歳以上に拡大

医療機関の支
払いを自己負
担相殺に変更

すこやか健診
40～60 歳の 2
歳刻みに対象
変更（6月）

健康推進員第
３期養成

日本脳炎ワクチン定期接種
小学校 2年生、3年生の 1期未接
種者、小学校 4年生 1 期追加者、
個別通知開始。

不活化ポリオワクチン開始（9 月 1
日）
市内 15医療機関

高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種
助成事業開始(任意)（10月15日～
2 月末）
対象者：後期高齢者医療被保険者
生活保護法による被保護世帯に属
する 75歳以上の人及び65歳以上
で一定の障がいのある人

4種混合ワクチン接種開始（11月 1
日）
市内 17医療機関

「子宮頸がん等ワクチン接種緊急促
進事業の実施について」の一部改正
（2月 8日）
・事業を平成 25 年 3 月 31 日まで延
長
・子宮頸がん予防ワクチン対象者、
高校 2 年生相当については、平成 23
年度中に接種を受けている場合は、
対象となる。
定期（一類疾病）の予防接種実施要領
一部改正」（9 月 1日）
・ポリオの定期接種ワクチンを生ポリ
オワクチンから不活化ポリオワクチン
へ切り替え

「定期（一類疾病）の予防接種実施要
領一部改正」（9 月 28 日）
・4 種混合の導入
・生ポリオワクチンは臨時接種時に使
用

「定期（一類疾病）の予防接種実施要
領一部改正」（10 月 23 日）
・不活化ポリオワクチンの追加を定
期接種とする



92

和
暦

保健
セン
ター
名称

知立市あゆみ 国内情勢 国
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２５
年

保健師
活動の一
部改正

消火設備入れ
替え

空調工事

健康管理シス
テム入替（Ｈ２
６．２月）

給水設備工事

タンデムマス法
を用いた先天代
謝異常等検査
開始

養育事業の基
礎自治体への
権限移譲につい
て「地域の自主
性及び、自立性
を高めるための
改革の推進を図
るための関係法
律の整備に関
する法律（平成
23年法律第105
号）」が交付さ
れ、母子保健法
（昭和40年法律
第 141 号）の第
18 条の低体重
児の届出、第 19
条の未熟児の
訪問指導及び
第 20条の養育
医療が市に移
譲となる

3,4 ヶ月児健診
時、民生委員派
遣の終了

がん検診
（胃、大腸、
肺）と特定健
診６～10月で
統一

乳、子宮、大
腸、歯無料ク
ーポンを一体
化

肝炎ウイルス
検診の無料化

すこやか健診
をミニドックへ
名称変更

特定訪問実施

健康推進員活
動第３期開始

21・食育計画
アンケート実
施

第３期食生活
改善推進員養
成

BCG対象者を１歳未満に拡大（4
月 1 日）
６か月以上１歳未満の任意接種公
費負担制度終了
日本脳炎特例対象者追加
平成７年４月２日～５月３１日生ま
れ
Hib、小児用肺炎球菌ワクチン定期
接種にて開始
対象者：２か月～５歳未満
子宮頸がんワクチン定期接種にて
開始
対象者小学校６年生～高校１年生
（小学校６年生は特別な事情があ
る場合のみ）
日本脳炎特例対象者に個別通知
開始（6 月 3 日）
小学１・２年生→１期未接種者
小学３・４年生→１期追加未接種者
高校３年生→２期未接種者

風しんワクチン予防接種助成事業
開始(任意)
（6 月 1 日～3月 31 日）
対象者：県の対象者と妊婦の夫

子宮頸がんワクチン差し控えの個
別通知
対象者：中学 1年生女子と接種途
中の人

「予防接種施行令の一部を改正する
政令」の施行（1月 30 日）
・長期療養者に対して定期接種の期
間の延長

｢予防接種施行令の一部を改正する
政令」
の施工(2 月 1 日)
・結核の予防接種の対象者の拡大
生後６月まで→生後１歳まで
・日本脳炎特例対象者に平成 7年 4
月 2 日～5月 31 日生まれの者を追加

｢予防接種法｣の改正（3月 30 日）
・一類疾病→Ａ類疾病
二類疾病→Ｂ類疾病
・Ａ類疾病にHib 感染症、小児の肺
炎球菌感染症及びヒトパピローマウイ
ルス感染症が対象となる
｢予防接種実施要領｣の一部改正
・25 年度の日本脳炎特例者の積極
的な勧奨の施行
・MR3 期、4期の終了
・副反応報告の見直し

風しんワクチン接種緊急促進事業施
行（愛知県事業）（6 月 1日～3 月 31
日）
対象者：妊娠を希望する女性又は、そ
の夫

子宮頸がんワクチンの積極的勧奨の
差し控えの勧告（6 月 14 日）

Ｂ型肝炎母子感染予防方法の変更

「予防接種法施行規則及び予防接種
実施規則の一部を改正する省令」の
施行
小児用肺炎球菌ワクチン沈降 7価→
13価に変更

２６
年

消費税
１．０８％

知立市マスコ
ットキャラクタ
ー誕生
「ちりゅっぴ」
Ｈ２６．１０

子ども・子育て
支援計画(母子
保健)策定

新型インフル
エンザ等対策
計画策定(10
月)

ブラインド修繕
工事

乳幼児健診医
師委託契約とな
る

こころの体温
計 6月～

肺がん検診
(個別医療機
関)
（40～６９歳以
下）

働く世代の女
性支援のため
のがん検診推
進事業実施

健康推進員第
4期養成

第 2次健康知
立ともだち２１
計画策定

第 2次知立市
食育推進計画
策定

風しんワクチン予防接種事業(4月)
対象者 妊娠を希望する女性及び
そのパートナーで抗体価が低い者
に変更

予防接種手帳導入(6 月)

水痘ワクチン接種開始(定期)（10
月 1日）
対象者 1歳～3 歳未満 2 回
経過措置
3歳～5歳未満の未接種のみ１回
接種

高齢者用肺炎球菌ワクチン予防接
種事業開始(定期)
(10 月 1日～3 月 31 日)
対象者：平成 26年度～平成 30年
度は当該年度に 65歳、75 歳、80
歳、85歳、90歳、95歳、100歳とな
る者及び 65歳以上で一定の障が
いのある人

「予防接種実施規則」の一部改正する
省令の改正（4月 1 日）
・接種間隔の上限の撤廃
・接種間隔の下限の明確化
・過剰接種の防止

風しんワクチン
愛知県抗体検査の補助追加
（4 月 1 日）

愛知県広域予防接種事業開始
（A類疾病のみ）
（4 月 1 日）

「予防接種法施行令の一部改正」
（10 月 1日）
水痘をＡ類、高齢者の肺炎球菌感染
症をＢ類の対象疾病に追加

「定期の予防接種等による副反応報
告等の取り扱いについて」の一部改正
（11 月 25 日）
副反応報告先：（独）医薬品 医療機
器総合機構

3種混合ワクチン販売中止（12 月）

27
年

子ども子育て支
援法施行（4 月）

がん対策加速化
プラン（12 月）

知立市業務継
続計画（BCP）
策定

乳幼児デジタ
ル体重計購入

長いす・プロジ
ェクター購入

乳幼児健診歯
科医師委託契
約となる

健康知立マイ
レージ事業 10
月～

協会健保との
協定（2月）

ミニドック定員
増加（350 名）

第 4 期健康推
進員活動

第 4期食生活
改善推進員養
成

高齢者用肺炎球菌ワクチン予防接
種事業開始時期変更(定期)（任意）
(7 月 1日～3 月 31 日)
(６５歳以上)

子宮頸がん予防ワクチン接種後の
症状に対する医療支援実施（7月 1
日）

｢予防接種法第5条第1項の規定によ
る予防接種の実施について｣の一部
改正(4 月 1日)
水痘ワクチンの特例措置終了(平成
26 年度末)
乳幼児予防接種県内広域化開始
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28
年

ユネスコ無形
文化遺産登録

成年後見人
支援センター
４月開所

子ども学習
支援事業

自殺対策基本法
改正（3 月）

児童福祉法、母
子保健法改正（6
月）
子育て世代包括
支援センター法定
化

災害時
保健活動マニ
ュアル策定

災害医薬品設
置

再生可能エネ
ルギー発電設
備等設置工事
（太陽光発電
パネル・蓄電
池）

O2蘇生器購入

にじいろニコニ
コ事業開始
・子育て世代包
括支援センター
（利用者支援事
業（母子保健型））
を設置
・母子保健コー
ディネーター設
置

妊娠期
タバコリーフレッ
ト作成

脳ドック健診
定員増加
（250 名）・自
己負担 1万円

ヘリコバクター
ピロリ菌検査
開始
（ミニドックの
み）

老人クラブ巡
回相談終了

第 5期健康推
進員養成

B型肝炎ワクチン予防接種開始(定
期)(10 月１日) 対象者：平成 28 年
4 月１日生以降～1歳未満まで

成人定期予防接種広域化開始(4月)

｢予防接種法施行令｣の一部改正(6 月
22 日)B 型肝炎を A類疾病に追加

29
年

多目的交流セ
ンター開設

がん対策推進基
本計画（第３期）

母子保健支援
相談員(嘱託
員)2 名設置

産後ケア事業開
始

産後家事援助
訪問費助成事
業開始

乳がん検診
（個別医療機
関）
３０～３９歳
超音波検査

成人歯科健康
診査
前年度満６５
歳を追加

第５期健康推
進員活動

知立市食生活
改善協議会を
食育知立（とも
だち）の会へ
名称変更

高齢者用肺炎球菌ワクチン予防接
種事業開始時期変更（定期）（任
意）
（４月１日～３月３１日）
（６５歳以上）

30
年

手話言語条例
制定

健康増進法改正
（受動喫煙対策）

知立市こころ
応援計画策定

９０２０歯科健
診開始

９０２０表彰開
始

第 6期健康推
進員養成

食育知立(とも
だち)の会会
員養成

高齢者用肺炎球菌ワクチン予防接
種
(任意) 終了

3種混合ワクチン販売再開（1月）

令
和
元
年

新型コロナウ
イルス感染症
対策本部会議
設置

成育基本法施行
（12 月）

第 2 次健康知
立ともだち 21
計画・第 2 次
知立市食育推
進計画中間評
価報告書策定

第 6期健康推
進員活動

集団健（検）診
レディース健
（検）診デー開
始

風しんに関する追加的対策事業開
始

骨髄提供者等支援事業開始

特別の理由による任意予防接種
費用助成事業開始

子宮頸がん予防ワクチン接種後の
症状への医療支給給付事業終了
（3 月末）

「予防接種法施行令」の一部改正
(平成 31 年 2 月 1 日)
風しんの第 5期予防接種の追加

２
年

西部地域包括
支援センター
開設

児童発達支援
センター開所

新型コロ
ナウイル
ス
（COVID-
19）
感染拡大
により、全
国を対象
とした緊
急事態宣
言発令(令
和 2 年 4
月 16 日)

「新型コロナウイ
ルス感染症を指
定感染症として定
める等の政令」公
布

「新型インフルエ
ンザ等特別措置
法の一部を改正
する法律」公布
(令和 2年 3月 13
日)

新型コロナウイ
ルス感染拡大
防止のため、
一部事業中止
(3 月)

オンラインによ
る育児相談事業
開始

１歳 6 か月児健
診にてウッドスタ
ート事業開始

新生児聴覚検
査助成事業開
始

市民ドック（刈
谷医師会健診
センター）開始
（ミニドック廃
止）

第 7 期健康推
進員養成

知立市版マイ
レージアプリ
導入

ロタウイルスワクチン予防接種事
業開始（定期）

予防接種法施行令の一部改正(令和2
年 2 月 4 日)
・新型コロナウイルス感染症に係るワ
クチンを臨時接種に追加
・ロタウイルス感染症が定期予防接種
の対象疾患に追加
「予防接種法及び検疫法」の一部改
正（令和２年 12 月 9 日）
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3
年

母子保健法改正
産後ケア事業法
制化

多胎児支援開
始
・多胎ピアサポ
ート事業
・多胎児家庭健
診サポート事業
・産後ケア、家
事援助費助成
利用期間の延
長

高齢者の保健
事業と介護予
防事業の一体
的な実施事業
の開始

健康知立
KIDS マイレー
ジ事業 ７月
～

新型コロナウイルスワクチン関連
2月：医療従事者接種開始
3月：コールセンター運用開始
4月：ファイザー製ワクチン知立市

に届く
5 月：市内高齢者施設入所者接種

開始/コールセンター予約、イ
ンターネット予約による市内個
別医療機関で接種開始

7月：県の大規模接種会場での集
団接種開始

12 月：追加接種開始

日本脳炎ワクチン不足により、日
本脳炎 2期個別通知を延期する
子宮頸がんワクチン
接種勧奨差し控えの終了（11 月 26
日）

４
年

知立市人権尊
重のまち宣言

不妊治療
保険適用
化（4月）

児童福祉法改正
（6 月）
子ども家庭センタ
ー設置努力義務
化

食育知立（とも
だち）の会会
員養成

第 8期健康推
進員養成

7月
がん患者アピ
アランスケア
支援事業費補
助金開始

4月
HPV ワクチンキャッチアップ接種開
始

新型コロナウイルスワクチン
5/28 ４回目接種開始
9/20 追加接種期間短縮５ヵ月

開始
9/16 5‐11 歳の 3回目接種開始
10/1 オミクロン株接種開始
10/21 12 歳以上 3回目接種期間

短縮 3 ヵ月開始
11/7 6か月から4歳まで接種開始

5
年

成育医療等の提
供に関する施策
の総合的な推進
に関する基本的
な方針（3 月）

こども家庭庁発足
（4 月）

EV コンセント
工事

超小型 BEV
2 台購入

2 月
にじいろニコニ
コ出産・子育て
応援金支給事
業開始

4月
・多胎妊娠の妊
婦健康診査受
診票5回分追加
・産後健康診査
二回目助成追
加
・産後ケア訪問
型開始
・妊娠 8か月ア
ンケート開始

後期高齢者口
腔機能検査開
始（前年度年
齢 75 歳）

7 月
若年がん患者
在宅療養支援
事業補助金開
始

新型コロナウイルスワクチン
5/8 春開始接種開始
9/20 秋開始接種開始
3/31 特別臨時接種終了

4月
HPV（9 価ワクチン）接種開始

6
年

予防接種法施行令の一部改正（令和
6年 3 月）
・新型コロナワクチンの特例臨時接種
終了に伴い規定を削除
・新型コロナウイルス感染症を予防接
種法の疾病に位置づける
・５種混合ワクチンの追加
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